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工 事 概 要

＜工事場所＞　釜石市鵜住居町第８地割36番地1、第１０地割３０番地1

　　　　　　　仮設施設:軽量鉄骨造平屋建(B棟)　延床面積 295.18㎡　 
　　　　　　　仮設施設:軽量鉄骨造平屋建(C棟)　延床面積 295.18㎡　 
　　　　　　　仮設施設:軽量鉄骨造平屋建(D棟)　延床面積 295.18㎡　 

        　　　仮設施設:軽量鉄骨造平屋建(A棟)　延床面積 321.37㎡　

　　　　　　　仮設施設:軽量鉄骨造平屋建(E棟)　延床面積 295.18㎡　 

　　　　　　　仮設施設:軽量鉄骨造平屋建(F棟)　延床面積 321.37㎡　 

　　　　　　　仮設施設:軽量鉄骨造平屋建(J棟)　延床面積 210.06㎡　 

　　　　　　　仮設施設:軽量鉄骨造平屋建(I棟)　延床面積 353.16㎡　 

　　　　　　　仮設施設:軽量鉄骨造平屋建(K棟)　延床面積:151.13㎡　 
　　　　　　　仮設施設:軽量鉄骨造平屋建(L棟)　延床面積 183.87㎡　 

 

　　　　　　  ● 解体建築物及び工作物に付属する機械設備　解体撤去

　　　　　 　 ● 解体建築物及び工作物に付属する電気設備　解体撤去

＜工事内容＞  ● 解体建築物及び工作物　解体撤去

● 浄化槽の撤去　４箇所 （５５人槽、２１人槽、１４人槽、２２０人槽）

※ 施設詳細は別添、参考既存図等を参照のこと。
   撤去、処分を行い、粒調砕石（ＲＣ）にて整地を行い、更地とするまでを基本とします。

汲取り・清掃・消毒を行い、汚水配管を含めて、撤去すること。

（給水配管は、止水栓バルブ止め）

● 仮設施設に附随するアスファルト舗装の撤去 （舗装撤去後は、粒調砕石で整地すること。）

特　記　仕　様　書

 本工事は、国土交通省大臣官房官庁営善部監修建築物解体

 工事共通仕様書（最新版）に基づき施工する。

(1)  「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」並びに「建設工事に係る資材の

 再資源化に関する法律（建設リサイクル法）」に準拠し、発生材が適
 切に処理されること。

(2)　 工事中は､労働災害の防止は勿論、第三者災害に注意し安全管理に務め
 ること。

(3)　 作業中は「労働安全衛生規則」を遵守し、作業員に対して安全管理の
 徹底を図ること。

(4)　 強風時の作業は解体材、発生材の飛散防止に努めること、又埃等で周
 辺への影響を及ぼすことの無いよう対策処置を講ずること。

(5)　 クレーン車、その他重機を使用する場合は､警備員を配置すること。

(6)　 重機進入経路及び解体材搬出経路は、仮設計画書を提出すること。

(7)　 当該敷地内の備品撤去範囲は、監督員の指示による。

(8)　 産業廃棄物管理票（マニフェストＥ票）を提出すること。

(9)　 施工の各段階において、騒音、振動､大気汚染､水質汚濁、粉塵等の影響
が生じないよう、周辺環境の保全に務めること。

作業内容を近隣住民に周知すること。

周辺道路環境の悪化防止に努めること。

(10)　設計図書に記載の無い事項でも処理上、当然必要な物及び軽微な変更

(11)　本工事では、岩手県産業廃棄物税相当額を計上している。本工事で発
生する建設廃棄物の内、岩手県内の最終処分場（中間処理施設経由を
含む）に搬入される産業廃棄物については、岩手県産業廃棄物税が課

税されるので適正に処理すること。

（12)　写真管理：着工前、竣工後の完成写真と、各工程写真(産業廃棄

物処理関係含む)を提出する。（カラーサービス版）

（13)　工事カルテ作成・登録

　　請負者は、受注時又は変更時において工事請負代金が

(CORINS）に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事
実績情報として「工事カルテ」を作成し、監督職員の確

認を受けたうえ、受注時は契約後10日以内に、登録内容

の変更時は変更があった日から10日以内に、完成時は工

５００万円以上の工事について、工事実績情報サービス

事完成後10日以内に、訂正時は適宜登録機関に登録申請
しなければならない（ただし、工事請負代金500万円以上
2500万円未満の工事については、受注・訂正時のみ登録
するものとする。）。また、(財）日本建設情報総合セン

ター発行の「工事カルテ受領書」の写しを監督職員に提

出しなければならない。なお、変更時と完成時の間が10日

に満たない場合は、変更時の提出を省略できるものとする。

は請負工事費の範囲で施工する。



Ａ棟　　　　321.37㎡

釜石市建設部都市計画課

課長 係 設計

縮尺　Ｓ＝

課長補佐
工事名 図面名

Ｉ棟

210.06㎡ Ｌ棟

主要地方道　釜石遠野線

神
ノ
沢
川
　
→

ホーマック

ＪＡいわて花巻

Ｈ棟

Ｍ棟

双　日　食　料

津　田　商　店

処理組合

Ｆ棟 321. 37㎡

Ｇ棟　　　

Ｂ棟　　　　 295. 18㎡ Ｄ棟 295. 18㎡

351. 16㎡
Ｋ棟Ｋ棟 151. 13㎡

Ｊ棟 183.87㎡

411.44㎡

557.57㎡

260.00㎡

260.00㎡

280.00㎡

Ｉ 棟

浄化槽撤去

５５人槽

浄化槽撤去

２２０人槽

鵜
　
住
　
居
　
川
　
→

令和2年5月　日 1/1000

神ノ沢地区仮設施設解体工事 解体計画全体配置図 Ａ－2図面番号

428.00㎡

Ｃ棟　　　　　295.18㎡

㎡Ｅ棟　　　　　295.18

Ｅ棟　　　265.18㎡

856㎡ 585㎡

1,390㎡

浄化槽撤去

２１人槽

浄化槽撤去

１４人槽

その他今回撤去するＡｓ舗装部分

仮設施設解体に附随して撤去

するＡＳ舗装部分

解体撤去する仮設施設を表示

Ａ，Ｂ，Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｉ，Ｊ、Ｋ、Ｌ棟の10棟

浄化槽；55人槽、21人槽、220人槽、14人槽の4箇所

※給水管は、止水バルブで閉栓、管撤去メーター返納まで 電気は、積算電力計撤去済み　1部三陸ブローネットの引込撤去あり



参 考 資 料

釜 石 市

神 ノ 沢 地 区 仮 設 施 設 解 体 工 事



岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢　仮設施設整備工事 案内図　付近見取図

菅沼 内田 小西
中村
江川 2012.02.08 1/25000・1/3000

案内図 付近見取り図

Ａ-01

縮尺：1/3000縮尺：1/25000

地名地番　：　岩手県釜石市鵜住居町第8地割36-1の一部　第10地割30-1の一部

件　　名 図面名称

御承認印 日　付 図面番号 設計者 一級建築士登録第217235号

斉 藤 宇 達

縮　尺

郡リース株式会
東京事業所　一級建築士事務
東京都知事登録　第34775号

営業 意匠 構造 設備

【　所在地　】

　計画地

第一敷地

第二敷地

第三敷地

鵜住居川

第8地割

（ただし第10地割30-1の一部が含まれるのは第二敷地、第三敷地のみです）



工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第217235号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

【A・B・C・D棟】　仕上表・建物求積図・法規チェック図岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第一敷地　仮設施設整備工事

1 / 4 0 0・1 / 2 0 0

プレハブ本体仕様

外壁

屋　根 材　料

形　状

断熱材

軒　先 軒　裏

鼻隠し なし

ポリエチレンフォームt=4（軒先カット）

名　称

表面材

断熱材

鋼板製断熱パネル　t=41（アドバンス）

塗装鋼板（屋外面：t=0.35　屋内面：t=0.27）

開口部 窓

出入口

プレハブ用アルミサッシ引き違い窓

ポリウレタンフォーム　t=40

ｱﾙﾐ亜鉛合金めっき鋼板素地ｔ＝0.6

折板裏面（鋼板素地）表し

ボルト式折板　山高88（水上タイトフレーム止水材付）

片持庇 躯体 鉄骨露出（FE仕上）

屋根

軒天井 折板裏面（鋼板素地）表し

プレハブ用アルミサッシ引き違い扉

軽量スチールシャッター　外付（手動）

建物求積図 S = 1 / 4 0 0

面積表

タテ ヨコ 面積階 室　名

合計

1階

※　出入口の庇は片持庇で出幅1 0 0 0以下の為、面積に算入しない。

店舗 事務所1 事務所2 便所

　A棟　

　B・C・D棟　

A棟

B・C・D棟

棟数

1 

3  

延床面積 建築面積

記号　数量

外部建具表・開口有効面積計算表

AW
1

AW
2

S = 1 / 2 0 0

1
AD

消防法上の無窓階の検討

2ヶ所以上

一般階

1 階階

必要面積

計画面積

大型開口部

判　定

棟 A　棟

321.37　　　　×　　　 1/30 　　　　＝ 10.71

2ヶ所以上

一般階

1 階

採光有効面積

換気有効面積

開口姿図

　型　　式　

　硝　　子　

　金　　物　

排煙有効面積

消火活動上有効な開口

1.675x

0.8 x

＝

＝

x ＝1.675F1:

V1:

L1:

アルミ引違い窓

▽　天井面

排煙有効範囲

透明ガラスt=3

0.8 x ＝

クレセント､戸車

S1: 0.555

1.285

1.285

1.285

1.675 x

0.8 x

＝

＝

x ＝1.675

アルミ引違い窓

▽　天井面

排煙有効範囲

0.8 x ＝

クレセント､戸車

0.900

0.900

0.900

0.170

x ＝1.8821.675

アルミ引き違い戸

下　アルミパネル

引手､シリンダー錠､戸車

F3:F2:

S2:

V2:

L2:

A棟： 5箇所　・　B棟： 4箇所
C棟： 3箇所　・　D棟： 3箇所

記号　数量 AW
1

採光有効面積

換気有効面積

開口姿図

　型　　式　

　硝　　子　

排煙有効面積

消火活動上有効な開口

1.675x

0.8 x

＝

＝

x ＝1.675

アルミ引違い窓

透明ガラスt=3

0.8 x ＝

1.285

1.285

1.285

0.357

判　定

OK

OK

OK

必要面積 計画面積

【A棟】　店舗・事務所1・事務所2

A×1/50 = 1.96

A×1/20 = 4.92

A×1/20 = 4.92

室　名

室面積（A）

換気計算（法28条）

排煙計算（令116条の2）

採光計算（令116条の2）

判　定

OK

OK

OK

必要面積 計画面積

A×1/50 = 1.96

A×1/20 = 4.92

A×1/20 = 4.92

室　名

室面積（A）

換気計算（法28条）

排煙計算（令116条の2）

採光計算（令116条の2）

【B棟】　作業場1・工場・作業場2　　【C棟】　事務所1・事務所2・バイク販売・修理　 【D棟】　作業場・工場・事務所

　金　　物　
クレセント､戸車

※逆算法､K=3.0の場合のD(水平距離)を算出

無指定:D/H×10-1=3.0より(H寸法は断面図参照)

確保できるため　　∴　補正係数＝3.0

■採光補正係数について(平屋建) 　Ａ棟　

※逆算法､K=3.0の場合のD(水平距離)を算出

無指定:D/H×10-1=3.0より(H寸法は断面図参照)

確保できるため　　∴　補正係数＝3.0

■採光補正係数について(平屋建)　Ｂ・Ｃ・Ｄ棟　

■各室の火気使用について

全て火気使用なしとする。

ｽﾗｯﾄ厚t=0.5、中柱付、水切スチール製

1
SS

SS

SS

2

3 D={(3.0+1)/10}×1.692 = 0.676

よって 本設計は全面水平距離D=0.676m以上

D={(3.0+1)/10}×2.099 = 0.839

よって 本設計は全面水平距離D=0.839m以上

C棟： 7箇所　・　D棟： 7箇所

排煙有効範囲

S4:

V4:

L4:

F4:

C棟： 3箇所　・　D棟： 2箇所

▽　1F L（
CH
/2
＝
19
50
）

2ヶ所以上

一般階

1 階階

必要面積

計画面積

大型開口部

判　定

棟 C・D　棟

B　棟

295.18　　　　×　　　 1/30 　　　　＝  9.83

295.18　　　　×　　　 1/30 　　　　＝  9.83

付帯工事仕様

外部幅木

基礎内部水切

室内仕上げ

出入口ポーチ

シャッターポーチ

便所

コンクリート打ち放し

塗装鋼板t=0.3

土間コンクリート　木ゴテ押え（スロープ）

土間コンクリート　金ゴテ押え（1段）

折板t＝0.5　横流し　受け樋なし

※　1

※　1

※　1　：　A棟事務所2はいずれのポーチも段差2段

内　壁

天　井

備　考

間仕切

幅木

壁

化粧石膏ボードt=12.5壁

幅木

－

塗装鋼板貼り（パネル式）

塗装鋼板（壁パネル表し）

A棟

　床
事務室２ 木製床パネルの上、調整合板t＝4

木製床パネルの上、調整合板t＝4＋ビニル床シート貼

化粧シート貼木質巾木

化粧シート貼木質巾木

A棟

B棟

C棟

D棟

土間コンクリート　金ゴテ直押え　床

内　壁

天　井

備　考

間仕切

幅木

壁

化粧石膏ボードt=12.5壁

幅木

－

コンクリート打放し

塗装鋼板貼り（パネル式）

塗装鋼板（壁パネル表し）

塗装鋼板（内部水切）

【注意事項】

※1

※2

ホルムアルデヒド放散量について、使用する仕上げ材及びその接着材は全て

F☆☆☆☆または放散量=0とする。

ホルムアルデヒド放散量について、使用する下地材及びその接着材は全て

F☆☆☆、F☆☆☆☆または放散量=0とする。

（便所）

（事務所2）

（店舗）

（事務所1）

B棟：作業場2

C棟：バイク販売・修理

D棟：事務所

C棟：事務所1

B棟：作業場1

D棟：作業場

B棟：工場

D棟：工場

C棟：事務所2

面積　×　棟数　→
7 . 2 7 5 4 4 . 1 7 5 3 2 1 . 3 7  

7 . 2 7 5 4 0 . 5 7 5 2 9 5 . 1 8  

3 2 1 . 3 7  

8 8 5 . 5 4  

1 2 0 6 . 9 1  

3 2 1 . 3 7  

8 8 5 . 5 4  

1 2 0 6 . 9 1  

F1×15　　+　F2×6　　+　F3×5　　　＝　57.08 F4×21　　　　　　　　　　+　F3×4　　　＝　57.80

F4×21　　　　　　　　　　+　F3×3　　　＝　54.64

透明ガラスt=3、型ガラスt=4（便所） 上　透明ガラスt=3、型ガラスt=4（便所）

0.444

1.028

2.152

2.152

0.136

0.720

1.507

1.507 3.152

0.285

1.028

2.152

2.152

（W3ｍ以上は中桟あり）

軽量スチールシャッター（外付　手動）

S1×5　+　S2×2　　　　　　 = 　2.49

V1×5　+　V2×2　　　　　　 =　　6.58

(L1×3)×5+（L2×3）×2 =　41.32

室面積 =  7.275　×　13.5375　＝　　98.485 ㎡

室面積 =  7.275　×　13.5375　＝　　98.485 ㎡

S4×7　      　　　　　　 = 　1.99

V4×7　      　　　　　　 =　　7.19

(L4×3)×7          =　45.19

A－0 4

（室面積は最大のもので検討）

（室面積は最大のもので検討）

ＳＳ3＝3420

Ｓ
Ｓ
3＝
3
0
0
0

Ｓ
Ｓ
4＝
3
0
0
0

Ｓ
Ｓ
2＝
2
4
0
0

ＳＳ2＝3420

ＳＳ4＝2520

SS
4

A棟：15箇所　　　　　　　　　　 A棟： 6箇所　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　B棟： 7箇所 A棟： 1箇所　　　　　　　　　　

A棟： 1箇所　　　　　　　　　　

A棟： 1箇所　・　B棟： 3箇所

　　　　　　　　　　D棟： 1箇所

44175

7
2
7
5
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真北

図面名称

縮尺営業担当 設計者

内田

日付御承認印

菅沼

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

全体配置図
郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

第二敷地第一敷地
X1X27 X 2 5 X 1 X 2 5X 1

Y5
Y1

Y5
Y1

X 1 X 2 5

Y5
Y1

第三敷地

面積表

敷地面積

建築面積

延床面積

建ぺい率

容積率

合　計

単位：㎡

Y1
Y5 Y5

Y1

X 1 X 2 7X 1 X 2 5X 1 X 2 5

X 1 X 1 9

Y1 Y1
Y7Y7 Y5

Y1
Y5

Y1

1 8 18 22 18

Y5
Y1

X 1X 1 X 1 7 X 1 5

X 1 X 1 9 X 1 X 1 3

第一敷地 第二敷地 第三敷地

490 1 . 0 7

12 0 6 . 9 1

65 8 2 . 1 4

15 1 4 . 7 7

16 1 4 2 . 8 8

35 9 3 . 1 8

46 5 9 . 6 7

87 1 . 5 0

12 0 6 . 9 1 15 1 4 . 7 7 35 9 3 . 1 887 1 . 5 0

18 . 7 1　％ 26 . 6 3　％ 23 . 0 2　％ 22 . 2 6　％

18 . 7 1　％ 26 . 6 3　％ 23 . 0 2　％ 22 . 2 6　％

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第一敷地　仮設施設整備工事
工事名称

A棟 321.37㎡

B棟 295.18㎡ 295.18㎡

295.18㎡C棟

D棟

295.18㎡G棟

I棟
K棟

M棟

J棟 L棟

353.16㎡

210.06㎡

151.13㎡

183.87㎡

353.16㎡

※配置図の建物内に記載の面積＝建築面積＝延床面積を示す。

※太枠部分が今回申請数値。

※敷地内に記載の駐車場は砂利敷きとし、ラインまでは引きません。

126 12 12

2012.02.07 1/750

E棟　準耐火建築物 295.18㎡

321.37㎡F棟　準耐火建築物

屋根ライン
片持庇

凡　例

外壁面

通り芯

図面番号 一級建築士登録第217235号

斉　藤　宇　達A－01

Y5
Y1

Y1
Y5

▽
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路
境
界
線

△
敷
地
境
界
線

△敷地境界線

▽敷地境界線

今回申請敷地
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Y1
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工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第217235号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼 1 / 2 0 0

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

【A棟】　平面図・立面図・断面図

X1
X2

X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16
X17
X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27

Y
1

Y
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Y
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Y
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Y
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K

女子便所
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2
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2
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2

庇ライン
SS
1

SS SS

AW
1

庇ライン 庇ライン

・　　　　　：流し台W1050を示す

X1 X27 Y1 X5

X27 X1 Y5 X1

X1 X27

△設計GL

▽最高高さ ▽軒高

Y1 X5

▽軒高

▽1FL

△設計GL

▽最高高さ

▽1FL

Ａ

便　所

庇ライン

・　　　　　：排水ピット450×450（格子蓋付）を示す

片流れ　1/100

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第一敷地　仮設施設整備工事

（映電社） （山繁水道） （中京医薬品）

AD
1

AD
1

2 0 1 2 . 0 2 . 1 3 A－0 5

　【A棟】平面図　　

　【A棟】Y1通り立面図　 　【A棟】X27通り立面図　

　【A棟】Y5通り立面図　 　【A棟】X1通り立面図　

　【A棟】X軸断面図　　【A棟】A-A’断面図　

2 2
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工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第217235号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼 1 / 2 0 0

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

Y1 X5

Y5 X1

X1

▽最高高さ

【B棟】　平面図・立面図・断面図

X1 X3 X4 X5 X6 X7 X8X2
X9
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3 3
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3
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・　　　　　：流し台W1050を示す

1
AD

庇ライン

庇ライン 庇ライン 庇ライン

・　　　　　：排水ピット450×450（格子蓋付）を示す

X1

X25

X25

X1

▽軒高

X25

△設計GL

▽1FL

Ａ

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第一敷地　仮設施設整備工事

（二本松組） （SSアルミ） （荒屋組）

▽軒高
片流れ　1/100

Y1 X5

作業場1
工場
作業場2

▽最高高さ

▽1FL

△設計GL

2 0 1 2 . 0 2 . 1 3 A－0 6

　【B棟】平面図　　

　【B棟】Y1通り立面図　 　【B棟】X25通り立面図　

　【B棟】Y5通り立面図　 　【B棟】X1通り立面図　

　【B棟】A-A’断面図　 　【B棟】X軸断面図　
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工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第217235号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼 1 / 2 0 0

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

Y5 X1

X1

▽最高高さ

Y1 X5

▽軒高▽最高高さ
片流れ　1/100

・　　　　　：流し台W1050を示す

・　　　　　：排水ピット450×450（格子蓋付）を示す

▽軒高

X25

△設計GL

▽1FL

△設計GL

▽1FL

【C棟】　平面図・立面図・断面図
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庇ライン 庇ライン

X1 X25

X25 X1

Y1 X5

AW
1

Ａ

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第一敷地　仮設施設整備工事

（十字屋） （佐々 源オート）

事務所2
事務所1

 バイク販売・修理

2 0 1 2 . 0 2 . 1 3 A－0 7

　【C棟】平面図　　

　【C棟】Y1通り立面図　 　【C棟】X25通り立面図　

　【C棟】X1通り立面図　　【C棟】Y5通り立面図　

　【C棟】A-A’断面図　 　【C棟】X軸断面図　

98.485㎡98.212㎡

庇ライン

縦樋 縦樋 縦樋 縦樋 縦樋

事務所2 バイク販売・修理

事務所1 事務所2 バイク販売・修理

（紺野土建）
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工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第217235号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼 1 / 2 0 0

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

Y1 X5

Y5 X1

X1

▽最高高さ

・　　　　　：流し台W1050を示す

・　　　　　：排水ピット450×450（格子蓋付）を示す

X1

X25

X25

X1

▽軒高

X25

△設計GL

▽1FL

【D棟】　平面図・立面図・断面図
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庇ライン 庇ライン 庇ライン

Ａ

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第一敷地　仮設施設整備工事

▽軒高
片流れ　1/100

Y1 X5

△設計GL

▽1FL

▽最高高さ

（堀川畳店） （エムテック） （UDトラック岩手）

作業場
工場
事務所

2 0 1 2 . 0 2 . 1 3 A－0 8

　【D棟】平面図　　

　【D棟】Y1通り立面図　 　【D棟】X25通り立面図　

　【D棟】X1通り立面図　　【D棟】Y5通り立面図　

　【D棟】A-A’断面図　 　【D棟】X軸断面図　

98.485㎡ 98.212㎡ 98.485㎡
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プレハブ専用アルミサッシ引違い出入口（ＤＤ）

Ａ・ＢＯＬＴ

廻り縁:塩ビ製
天　井:天井パネル

断熱材：グラスウール（１０ｋｇ／ｍ３）ｔ=５０

塗装鋼板製

鋼製土台

土台水切

タイトフレーム,母屋@1800

断熱材：発泡ポリエチレンフォームｔ=４裏貼（軒先カット）

屋　根：折板ｔ=０．６,Ｈ=８８
屋根勾配　１／１００（片流れ）

プレハブ専用アルミサッシ引違い窓（ＤＷ）

　　断熱材 ポリウレタンフォームｔ=４０

　　　外　部 塗装鋼板ｔ=０．３５

外壁:両面鋼板サンドイッチパネル ｔ=４１

　　　内　部 塗装鋼板ｔ=０．２７

壁:外壁パネル表し

パネルスペーサー：塩ビ製

カラー鉄板ｔ=０．３以上

内部水切

柱：外部露出

　　ポリエチレンフィルムｔ=０．１５

　　ワイヤーメッシュ６φ×１５０×１５０

床:土間コンクリート金ゴテ押えｔ=１００

　　砕石ｔ=60

ボルト付タイトフレーム

軒先面戸

軒樋:塩ビ製 １０５φ／２

縦樋:塩ビ製 ６０φ

▽ＢＰＬ上端

▽設計ＧＬ

▽柱上端

△パネル上端△軒高（梁上端）

▽１ＦＬ（土間）

▽最高高さ

▽１ＦＬ（床パネル）

▽設計ＧＬ

▽基礎上端
▽ＢＰＬ上端

△パネル上端

▽サッシ下端

△軒高（梁上端）

▽柱上端

屋　根：折板ｔ=0.5,Ｈ=88
▽最高高さ

1
8
1

排煙有効範囲

工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第217235号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢　仮設施設整備工事
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鋼製大引：C-75×45×15×2.3＠1800

束立:木製75×75@900

根がらみ:木製15×45

ポリエチレンフィルムt=0.15

束石:150×150×120@900
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工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第217235号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢　仮設施設整備工事

1 / 3 0

　矩計図（C H 3 3 0 0タイプ）　

A・BOLT

タイトフレーム

断熱材：発泡ポリエチレンフォームt=4裏貼(軒先カット)

屋　根：折板t=0.6,H=88

屋根勾配　1/100(片流れ)

天井パネル

土台水切：カラー鋼板

土台

柱：外部露出

プレハブ専用アルミサッシ引違い窓(DW)

母屋：@1800

1 8 3 7 . 5

排煙有効範囲

18 0 0

4 k＝7 2 7 5　　6k＝1 0 8 7 5

外壁:両面鋼板サンドイッチパネル t=41

　　　内部 塗装溶融アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t=0.27
　　　外部 塗装溶融アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t=0.35

　　　断熱材 ポリスチレンフォームt=40

桁継：C-75×45×15×2.3
タイトフレーム　面戸付

≧
（
C
H
/
2＝
1
9
5
0）

内部水切：カラー鋼板　t=0.3

軒樋:塩ビ製 105φ/2
縦樋:塩ビ製 60φ

（砂利受、地中浸透）

▽柱上端

▽最高高さ

△パネル上端 △梁上端

▽BP L上端

▽設計GL

▽1 F L

▽柱上端
△パネル上端

▽基礎上端
▽BP L上端

▽設計GL

△軒高(梁上端)

　　ポリエチレンフィルムt=0.15

　　ワイヤーメッシュ6φ×150×150

床：土間コンクリート金ゴテ押えt=100

　　砕石t=60

（
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真北

図面名称

縮尺営業担当 設計者

内田

日付御承認印

菅沼

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

第二敷地第一敷地 第三敷地

面積表

敷地面積

建築面積

延床面積

建ぺい率

容積率

合　計

単位：㎡

１８ １８ ２２

第一敷地 第二敷地 第三敷地

４９０１．０７

１２０６．９１

６５８２．１４

１５１４．７７

１６１４２．８８

３５９３．１８

４６５９．６７

８７１．５０

１２０６．９１１５１４．７７ ３５９３．１８８７１．５０

１８．７１　％ ２６．６３　％ ２３．０２　％ ２２．２６　％

１８．７１　％ ２６．６３　％ ２３．０２　％ ２２．２６　％

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第一敷地　仮設施設整備工事
工事名称

Ａ棟 ３２１．３７㎡

Ｂ棟 ２９５．１８㎡ ２９５．１８㎡

２９５．１８㎡Ｃ棟

Ｄ棟

２９５．１８㎡Ｇ棟

Ｉ棟
Ｋ棟

Ｍ棟

Ｊ棟 Ｌ棟

３５３．１６㎡

２１０．０６㎡

１５１．１３㎡

１８３．８７㎡

３５３．１６㎡

※配置図の建物内に記載の面積＝建築面積＝延床面積を示す。

※太枠部分が今回申請数値。

※敷地内に記載の駐車場は砂利敷きとし、ラインまでは引きません。

１２６ １２ １２

Ｅ棟　準耐火建築物 ２９５．１８㎡

３２１．３７㎡Ｆ棟　準耐火建築物

屋根ライン
片持庇

凡　例

外壁面

通り芯

図面番号 一級建築士登録第２１７２３５号

斉　藤　宇　達

▽
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給排水設備全体配置図
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工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第217235号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼 1/200

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第一敷地　仮設施設整備工事

2012.02.13
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【A棟】　給排水設備平面図
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工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第217235号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼 1/200

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第一敷地　仮設施設整備工事

2012.02.13
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　【B棟】平面図　　

作業場2

（荒屋組）

98.485㎡

縦樋

・　　　　　：排水ピット450×450（格子蓋付）を示す

・　　　　　：流し台W1050を示す
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【B棟】給排水設備　平面図
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工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第217235号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼 1/200

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第一敷地　仮設施設整備工事

2012.02.13
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　【C棟】平面図　　
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【C棟】　給排水設備平面図
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工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第217235号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼 1/200

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第一敷地　仮設施設整備工事
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【D棟】　給排水設備平面図

M-06

【D棟】　給排水設備平面図
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ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ２２ Ｅ８ ＶＥ（３６） ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）

ＣＶＴ２２×１条＋１４×２条＋８×１条  ＶＥ（７０）

ＣＶＴ８×１条  ＶＥ（２８）

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）

ＣＶＴ１４×３条＋８×１条  ＶＥ（５４）

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）
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ＣＶＴ１４ Ｅ５．５×３条 ＶＥ（５４） ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）

ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）
共用電灯

ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）
共用電灯

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５×２条 ＶＥ（５４）

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５×３条 ＶＥ（５４）

ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）
共用電灯

ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）
共用電灯

ＣＶＴ２２ Ｅ８ ＶＥ（５４）
ＣＶＴ８ Ｅ５．５ 

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５
ＣＶＴ８ Ｅ５．５ 

ＣＶＴ２２ Ｅ８ ＶＥ（５４）

動力（配線のみ）

ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）
動力（配線のみ）

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５×２条
ＣＶＴ８ Ｅ５．５ 

ＣＶＴ２２ Ｅ８ ＶＥ（７０）

電力引込点

電力引込点 電力引込点

電力引込点

※敷地内に新設電柱の建柱が必要となります別途電力会社様にて

建柱位置等について設計協議となります。

Ｓ

防犯灯防犯灯防犯灯

防犯灯 防犯灯 防犯灯

防犯灯防犯灯防犯灯

防犯灯 防犯灯 防犯灯

Wh Wh Wh Wh

共用テレビ盤

電話端子盤
Ｓ

ｹｰｽﾌﾞﾚｰｶｰ50A

Wh

40A 50A 75A

Wh WhWh

電話端子盤

テレビ盤Wh共用 30A 50A 40A

Wh Wh Wh

Wh共用

電話端子盤

40A 40A 50A

Wh WhWh

電話端子盤

テレビ盤Wh共用 40A 30A 30A
Ｓ

ｹｰｽﾌﾞﾚｰｶｰ50A

Wh

テレビ盤

40A 40A 50A 30A

Wh Wh Wh WhWh Wh WhWh Wh

Ｓ

ｹｰｽﾌﾞﾚｰｶｰ50A40A 50A 75A 40A

Wh Wh Wh Wh

30A 50A 40A 30A

Wh Wh WhWh Wh

Ｓ

ｹｰｽﾌﾞﾚｰｶｰ50A40A 30A 30A 40A

川目線
27北2北-1

川目線
27北2

川目線24
共架柱

川目線
27北2北1北6



FBK-20601N-LS17+ET-20601

●LEM-022009（W）×1

●寸法：209×232×35

●本体：樹脂（オフホワイト） 質量：1.0kg

●平常時：LEDモジュール1灯点灯

●非常時：LEDモジュール1灯点灯

◆避難口誘導灯片面　Ｂ級　壁・天井直付形

FT-22305

●FL20W×2

●寸法：幅160×613×高60

●本体：SGC t0.4

●反射板：CGC t0.35 白

●質量：1.5kg

◆逆富士

FHT-42307N

●FHF32W×2

●寸法：幅160×1231×高60

●本体：SGC t0.4

●反射板：CGC t0.35 白

●連結ガイド付

●質量：2.5kg

◆逆富士

IEM-13821M

●JB13W×1

●寸法：径φ154×高71

●本体：SGC t0.6

●反射板：アルミ t1.0 アルミ銀色鏡面

●カバー：SPC t0.6 ソフトホワイト

●ニカド電池使用

●質量：0.9kg

◆非常灯　低天井用　直付

IEM-30821M

●JB30W×1

●寸法：径φ154×高71

●本体：SGC t0.6

●反射板：アルミ t1.0 アルミ銀色鏡面

●カバー：SPC t0.6 ソフトホワイト

●ニカド電池使用

●質量：1.1kg

◆非常灯　低天井用　直付

FT-21856NK

●FL20W×1

●寸法:幅130×670×出135

●本体：CGC t0.6 白

●反射板：CGC t0.4 白

●カバー：アクリル t1.8 乳白

●質量：2.1kg

◆防湿・防雨形　ブラケット

Ａ ＦＬ２０Ｗ－２ Ｂ ＦＨＦ３２Ｗ－２ 防雨型Ｃ ＦＬ２０Ｗ－１Ｄ

Ｅ Ｆハロゲン１３Ｗ

非常用照明器具
ＢＴ内臓

Ｇハロゲン３０Ｗ

非常用照明器具
ＢＴ内臓

Ｈ

避難口誘導灯
ＢＴ内臓

FK-21510P-GL1

●蛍光灯 20W1灯

●寸法:幅95×678×高89

●灯体：鋼板 青緑色

●グローブ：アクリル樹脂

●100V安定器内蔵

◆防雨形　防犯灯

BFG13529Z

●ネオボールZリアルプライドA形　15W形（E26）〈電球色〉

●アクリル（クリヤー、フロスト風仕上）

●プラスチック（クロームメッキ）

●径φ165　高190　質量：0.4kg

●消費電力10W

◆小形シーリングライト

ＦＨＦ３２Ｗ－１

FBK-10601N-LS17+ET-10601

●LEM-012009（W）×1

●寸法：140×162×35

●本体：樹脂（オフホワイト） 質量：0.6kg

●平常時：LEDモジュール1灯点灯

●非常時：LEDモジュール1灯点灯

◆避難口誘導灯片面　C級　壁・天井直付形

ＬＥＤランプ（Ｃ級１０形）

避難口誘導灯
ＢＴ内臓

ＬＥＤランプ（Ｂ級ＢＬ形）



電気凡例

3､

テレビユニットの取付高さ

2､立上げ、立下げ配線は、ﾌﾟﾗﾓｰﾙにて施工とする。

スイッチの取付高さ

コンセントの取付高さ

配線器具取付高さ

FL＋300

FL＋300

FL＋300

GL＋1000

FL＋1,300

VVF1.6-3C

VVF1.6-2C

VVF2.0-2C

VVF2.0-3C

VVF1.6-2C ＋ VVF1.6-2C

VVF1.6-2C ＋ VVF1.6-3C

＋ VVF1.6-3C

特記なき配線は下記による。1､

VVF1.6-3C

TEL0.65-2P

S-5C-FB

電話ﾓｼﾞｭﾗｰの取付高さ

給水ﾋｰﾀｰ用ｺﾝｾﾝﾄ取付高さ

ABC粉末消火器（A-3・B-7・10型）

収納露出ﾎﾞｯｸｽ

消火器

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ２２ Ｅ８ ＶＥ（３６） ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）

ＣＶＴ２２×１条＋１４×２条＋８×１条  ＶＥ（７０）

ＣＶＴ８×１条  ＶＥ（２８）

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）

ＣＶＴ１４×３条＋８×１条  ＶＥ（５４）

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）

Ｂ＊１８台

Ｆ＊　２台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

Ｂ＊１８台

Ｆ＊　２台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

Ｂ＊１８台

Ｆ＊　２台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

便所

Ｃ＊　２台

Ｊ＊　５台

Ａ＊　２台

Ｄ＊　１台

屋外

Ｉ＊　３台

Ｂ＊１８台

Ｆ＊　２台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

Ｂ＊１８台

Ｆ＊　２台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

Ｂ＊１８台

Ｆ＊　２台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

屋外

Ｉ＊　３台

30Ｗ

Ｃ級

Wh

30Ｗ

Wh Wh

30Ｗ 30Ｗ 30Ｗ 30Ｗ

Ｃ級 Ｃ級

2E

2E

2E

2E

2E

3
3
3

3
3
3

換気用 換気用 換気用2

2

2

22

2 2200V？

22 2

30Ｗ30Ｗ30Ｗ30Ｗ30Ｗ30Ｗ

Ｃ級

Ｃ級Ｃ級

2

2 2

2

2

3
3
3

3
3
3

3
3
3

3
3
3

3
3
3

3
3
3

3
3
3

3
3
3

3
3
3

Wh WhWh

2

2

2 22 2 2

2

333

22

3

3

Wh

共用テレビ盤

電話端子盤

電話端子盤
テレビ盤

Wh共用

防犯灯 防犯灯 防犯灯

防犯灯防犯灯防犯灯

テレビアンテナ
ＵＨＦ

テレビアンテナ
ＵＨＦ

ETET

ETET

換気用

換気用

2

WP

Ｓ
ｹｰｽﾌﾞﾚｰｶｰ50A

Wh

40A 50A 75A

30A 50A 40A
換気用換気用換気用

Wh Wh Wh

Ｓ

ｹｰｽﾌﾞﾚｰｶｰ50A

Wh Wh

40A 50A 75A 40A

Wh Wh Wh Wh

30A 50A 40A 30A

2ET

2ET

5C

２ １

３

５

４
共用

共用

共用
共用

共用

１

誘

２

３

４

？

5CTEL

５Ｃ

ＴＥＬ

１

２

３

４

TEL

5C

TEL

5C

４

３

２

１

5C

TEL

４

１

２
３

１

４

２ ３

２

３

１

TEL

４

5C

１
共用

２
共用

非

誘

誘

誘 誘

誘

非
共用

共用

5C

２４ｈ ２４ｈ２４ｈ

消消

消 消

２４ｈ ２４ｈ ２４ｈ

消

非常警報設備

非常警報設備

消

R:5
700

CH2
700

R:6300

CH3300



電気凡例

3､

テレビユニットの取付高さ

2､立上げ、立下げ配線は、ﾌﾟﾗﾓｰﾙにて施工とする。

スイッチの取付高さ

コンセントの取付高さ

配線器具取付高さ

FL＋300

FL＋300

FL＋300

GL＋1000

FL＋1,300

VVF1.6-3C

VVF1.6-2C

VVF2.0-2C

VVF2.0-3C

VVF1.6-2C ＋ VVF1.6-2C

VVF1.6-2C ＋ VVF1.6-3C

＋ VVF1.6-3C

特記なき配線は下記による。1､

VVF1.6-3C

TEL0.65-2P

S-5C-FB

電話ﾓｼﾞｭﾗｰの取付高さ

給水ﾋｰﾀｰ用ｺﾝｾﾝﾄ取付高さ

ABC粉末消火器（A-3・B-7・10型）

収納露出ﾎﾞｯｸｽ

消火器ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）

ＣＶＴ１４×３条＋８×１条  ＶＥ（５４）

ＣＶＴ８×１条  ＶＥ（２８）

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）

ＣＶＴ１４×３条＋８×１条  ＶＥ（５４）

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）

屋外

Ｉ＊　３台

Ｂ＊１８台

Ｆ＊　２台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

Ｂ＊１８台

Ｆ＊　２台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

Ｂ＊１８台

Ｆ＊　２台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

屋外

Ｉ＊　３台

Ｂ＊１８台

Ｆ＊　２台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

Ｂ＊１８台

Ｆ＊　２台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

Ｂ＊１８台

Ｆ＊　２台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

ＣＶＴ８×１条  ＶＥ（２８）

ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）

ＣＶ５．５－４ＣＰＦ（２２）×２

30Ｗ

Ｃ級

Wh

30Ｗ

Wh Wh

30Ｗ 30Ｗ 30Ｗ 30Ｗ

Ｃ級 Ｃ級

2

2

2

2

3
3
3

3
3
3

換気用 換気用 換気用

2

2

22

2

2
3
3
3

3
3
3

3
3
3

3
3
3

Wh共用電灯 テレビ盤

電話端子盤

防犯灯防犯灯防犯灯

テレビアンテナ
ＵＨＦ

40A 40A 50A

30Ｗ30Ｗ30Ｗ30Ｗ30Ｗ30Ｗ

Ｃ級Ｃ級2

2

3
3
3

3
3
3

3
3
3

3
3
3

3
3
3

Wh WhWh

2

2 2 2

2

2

電話端子盤

テレビ盤

Wh共用

防犯灯 防犯灯 防犯灯

テレビアンテナ
ＵＨＦ

40A 30A 30A
換気用換気用換気用

2

2

2

2

2

222

2

2

Ｓ
ｹｰｽﾌﾞﾚｰｶｰ50A

Wh

Ｃ級
2

2

3
3
3

Wh Wh Wh Wh

40A 40A 50A 30A

Wh Wh WhWh Wh

Ｓ

ｹｰｽﾌﾞﾚｰｶｰ50A40A 30A 30A 30A

2

WP

Wh共用動力

Wh

50A

１ １

１

１

１

１

２

３

４

誘

5C

TEL

３

誘

４

２

TEL

5C

5CTEL

誘

２

３

４

非
共用

5C

１
共用

２
共用

誘

３

２

４

TEL

5C ４誘

5C

TEL

２

３

5C

４

２

誘３

２
共用

5C

１
共用

TEL

非
共用

５Ｃ

ＴＥＬ

２４ｈ ２４ｈ２４ｈ

消消

消 消

２４ｈ ２４ｈ ２４ｈ

非常警報設備

非常警報設備

消

R:6300

CH3300

R:6300

CH3300



岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢　仮設施設整備工事 案内図　付近見取図

菅沼 内田 小西
中村
江川 2012.02.08 1/25000・1/3000

案内図 付近見取り図

Ａ-01

縮尺：1/3000縮尺：1/25000

地名地番　：　岩手県釜石市鵜住居町第8地割36-1の一部　第10地割30-1の一部

件 名 図面名称

御承認印 日 付 図面番号 設計者 一級建築士登録第217235号

斉 藤 宇 達

縮 尺

郡リース株式会
東京事業所 一級建築士事務
東京都知事登録 第34775号

営業 意匠 構造 設備

【 所在地 】

計画地

第一敷地

第二敷地

第三敷地

鵜住居川

第8地割

（ただし第10地割30-1の一部が含まれるのは第二敷地、第三敷地のみです）
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50 6020 4010 30震度ｍ 土　質 N値

の
ど
厚

ｄ

K

S

S

ｔ

ｔ

S

S

S

S

S

S

S

S

D

60ﾟ

W大臣認定品

JIS G3136

JIS B1186

JIS G3352

□建築構造用圧延鋼材SN490B PL類

ボルト

ナット

平座金

ばね座金

■丸型　　　□角型

■SS400

■1種　　　□3種

□SNR490B

□トルシア型(S10T)

□JIS型(F10T)

■中ﾎﾞﾙﾄ　□ﾌﾙｽﾚｯﾄﾞ

■耐火被覆を行う部分は、塗装しない。

□めっき表し(露出部のみ)
□SOP　■FE

□材料試験を行なう。

■品質証明書(ミルシート)の確認を行なう。

項　目

工場製作部分

現場組立部分

自主

■全数確認

■全数確認

工事監理者

■書類確認

■書類確認

施工者 第三者

□　　％

-

□対物　％　■書類

□対物　％　■書類

■砕石(再生クラッシャランRC-40)　□切込砕石　□川砂利

S

S

D 0
60°

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

縮尺 図面番号営業担当 日付

斉　藤　宇　達

工事名称 図面名称

一級建築士登録番号第217235号
設計者

S-01

意匠 構造

-

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所 設備

菅沼 小西内田 頴川・中村

御承認印

【共通】　構造標準仕様岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事

2012.03.07

呼び径 ｄ

JIS G3353

JIS G3350

JIS G3444

JIS G3466

JIS B1251

JIS B1256

JIS B1181

JIS B1180

JIS K5621

JIS G3101

JIS G3101

JIS G3138

JIS A5540

JIS A5541

JIS A5542

JIS G3101

JIS G3138

JIS B1178

JIS番号

JIS番号

JIS番号

JIS番号

JIS番号

K

JIS K5621

JIS K5625

JIS H8641

JIS K5572

S

5

6

6

7

8

8

5.6

5.6

5.6

4.2

12.5

16.2

14.5

18.2

20.2

10.7

3.5

6.39

4.9

8.9

ｔ

4 8

SD

4.5
8.0

99.0

M22

M16

M12

M14

M18

M20

M10

記　号 材　料　名

■一般構造用圧延鋼材

■一般構造用軽量形鋼

SS400

SSC400

STK400

STKR400

項　目 仕様・形式など

表面仕上げ

ブレース形式

胴形式

ボルト形式

取付けボルト

■割り枠式　　　□パイプ式

■羽子板ボルト　□両ねじボルト

■M16以下のブレースは全てM16とする。

□SNR400B　■SS400

■SNR400B　□SS400

(相当)

材料(M12～)

材料(～M10)

■めっき(ﾕﾆｸﾛ)　□一般さび止め塗装

■ターンバックル(S-ST-S)

使用部材

ツナギ類

梁

柱　梁

PL類

■六角ボルト

　セット

□高力ボルト

■基礎ボルト

項　目 仕様・形式など

仕様材料:

形　状:

構造形式

さび止め

項　目 仕様・形式など

■ﾃﾞｯｷ構造ｽﾗﾌﾞ用　□合成ｽﾗﾌﾞ用

種類(記号)

項　目 仕様・形式など

・さび止め塗装

・仕上げ塗装

□溶融亜鉛めっき

■一般用さび止めペイント

　(工場1回塗り)

　(鋼材ﾒｰｶｰ塗装:ｶﾗｰ材部分の下塗り)

・塗装範囲 ■閉鎖型形状の内部は、塗装しない。

　塗装まで。

■内外部に露出しない部分は錆止め

・鋼 材

■ｼｱﾅﾐﾝﾄﾞ鉛さび止めﾍﾟｲﾝﾄ2種

・材料の品質管理

・製品検査内容 項　目

■寸法精度

■隅肉溶接 

■六角ボルトは、座金・ばね座金を併用しナットを固定

・基礎ﾎﾞﾙﾄの保持

・柱脚均しﾓﾙﾀﾙ

・ﾎﾞﾙﾄの締付け

■基礎ボルトは、座金・２重ナット又は溶接で固定

□完全溶込溶接

■ボルト接合

□高力ボルト接合

・製品検査者など

検査内容

寸法、ひずみなどの測定

開先形状、溶接状況の目視による確認

隅肉溶接状況の目視による確認

超音波探傷試験

スプリングワッシャーのつぶれ確認

軽量形鋼

ｔ≧3のとき　S=ｔ

ｔ＜3のとき　S=3

ｔ:軽量形鋼の厚さ

S:溶接サイズフレア溶接(レ型)

フレア溶接(K型)

ベースプレート

S＝ｔ

D:開先深さ

S=2D

ｔ:薄い方の板厚

S:溶接サイズ

S:溶接サイズ

S:溶接サイズ

(異形隅肉溶接) ｔ:柱の材厚　(S≧8)

部分溶込溶接(T型)

SWH400(L)

W≧5ｔ　かつ　W≧28ｍｍ

W:重ね幅

隅肉溶接(重ね継手)

名称・記号

一般部

基準図 規定

・溶接の種類

・溶接材料 軟鋼用被覆アーク溶接棒

軟鋼及び高張力鋼マグ溶接用ソリッドワイヤ

・溶接有効長さ

■全国鉄構工業協会による性能評価を取得している者・製作工場

■鉄骨の製作はプレハブメーカーの製作要領書による。

■溶接の仕様、寸法などは、以下の溶接基準による。

・製作全般

ｔ＞6ｍｍのとき　4≦S≦ｔ

ｔ≦6ｍｍのとき　S≦1.5ｔ

溶接の有効長さ≧10S　かつ　40ｍｍ

ｔ:薄い方の板厚

S:溶接サイズ

溶接の有効長さ＝溶接長さ-2S

被覆アーク溶接　　　　(手溶接)

ガスシールドアーク溶接(半自動溶接)

隅肉溶接(T型)

　　　　　　かつS≦6ｍｍ

JIS Z3211

JIS Z3312

　資格
・製作管理技術者

・ブレース

・ボルトセット

・デッキプレート

・表面処理

・強度補正

・品質管理

・型　枠

・使用材料

材　料　名 備　考径

D10～D16

□SD345 D19～

・品質管理

■強度試験に代えて品質証明書(ミルシート)の確認を行なう。

6φ×150×150

□SD345 D19～

継ぎ手

■重ね継ぎ手

■重ね継ぎ手

□ガス圧接

■重ね継ぎ手

■鉄筋は、JIS G3112による規格品とする。

■溶接金網は、JIS G3551による規格品とする。

■SD295A

■施工はJASS5(2009)による。

■鉄筋の加工、組立ては別紙「鉄筋コンクリート配筋標準図」による。

　圧接工事標準仕様書」による。

□D19以上の鉄筋をガス圧接する場合は日本圧接協会の「鉄筋のガス

■水セメント比は65％以下とする。

■AE剤、AE減水剤を用いるコンクリートの空気量は4.5％とする。

■単位セメント量は270kg/ｍ3以上とする。

■単位水量は185kg/ｍ3以下とする。

　公共建築工事標準仕様書による。

■コンクリートはJIS認定工場の製品とし、施工は

　5N/mm2以上に達している事を確認すること。

■上記以前に脱枠する場合は、圧縮強度試験を行ない、強度が

　あることを確認すること。

■塩化物含有量試験により、塩化物イオン量が0.30kg/ｍ3以下

　JISS5T-603による。

■構造体コンクリートの圧縮強度試験に使用する共試体の採取方法は、

　使用すること。

■アルカリシリカ反応性試験により、無害を確認した骨材を

普通ポルトランドセメント

■型枠の存置期間を定めるためのコンクリートの材齢は以下による。

6日

2日

4日

20℃以上10℃以上20℃未満

3日

型枠の材質:■合板　□金属パネル

平均気温(℃)

暑中期間気温θ(℃)

■構造体強度補正値は以下による。(JASS5-2009)

早強ポルトランドセメント

・使用材料

項　目 捨てコン土間

種　類 普通普通普通

スランプ

基礎(構造体)

■普通ポルトランドセメント　□早強ポルトランドセメント

■使用するセメントはJIS　R5210によるポルトランドセメントとする。

　コンクリートとする。

■コンクリートはJIS　A5308によるレディーミクスト

４．鉄骨躯体工事　（１）使用材料 ４．鉄骨躯体工事　（２）製作・施工３．鉄筋コンクリート基礎工事

（１）コンクリート

（２）鉄　筋

マーキングのずれ、ピンテール破断の確認

・建設場所

１．構造概要

・柱状図

・本仕様の中で選択式の項目は、■を採用して　□は採用しない。

・■であっても上位の項目が□の場合は採用しない。

１８

１８

１５

１５

１８

１８

設計基準強度(N/mm2)

5≦θ
25＜平均θ

8≦θ

0≦θ＜5

0≦θ＜8

早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

補正値(N/mm2) ＋６ ＋３ ＋６

予想平均気温

打込み日から28日までの

鉄骨造(ブレース構造)　地上1階建　

・工事種別

・建物用途

・階数規模

・屋上荷重

・特殊荷重

・増築計画

・外的条件

・耐震安全基準

・部材の種類

・地盤調査資料

２．地盤・地業

地表面粗度区分

積雪

凍結震度

非構造部材

構造体(用途係数)

・地盤許容支持力

・調査水位

・基礎支持形式

・支持層位置

・地業材料

・残土処分

風速(V0)

柱　梁

■粉体セメント系固化材原位置混合処理工法

■細径鋼管貫入

　(ソイルセメントコラム)

　混合処理工法

■スラリー状セメント系固化材原位置

ブレース羽子板
ボルト

■一般構造用角形鋼管

■一般構造用炭素鋼鋼管

■一般構造用溶接軽量H形鋼

■L型　□J型　□ﾅｯﾄ付

■SDP1T(G)　　□SDP2(G)

■なし

□溶融亜鉛めっき　□裏面のみ錆止め

　運用管理指針・同解説に基づく各社の管理要領書による。

□(社)プレハブ建築協会規格建築部会による中古鉄骨部材の

■基礎上端均一均し　□柱脚部無収縮モルタル均し

□C種(筒で覆い位置修正後モルタル充填)　■合板製型板に固定

　(異形隅肉溶接)

□部分溶込溶接

□2級鉄骨製作管理技術者

□1級建築士　□2級建築士　■1級鉄骨製作管理技術者

□J　　■R　　□M　　□H　　□S　　□未取得

□A種(形鋼で固定)　□B種(鉄筋で固定)　

□A種(無収縮モルタル圧入)　□B種(モルタル詰め)

■溶接金網

　第三者機関とする。

■構造体コンクリートの圧縮強度試験は、工事監理者が指定する、

　行なうこと。

　試験及び検査に関する東京都取扱い要領」第4条の試験機関にて

□構造体コンクリートの圧縮強度試験は「建築物の工事における

■新築　□増築　□改築

□空調屋外機　□ソーラーシステム　□屋上緑化設備　□

なし

なし

■新品　□再利用部材

□エレベーター(乗用　　人乗り)　□小荷物昇降機

□　類(1.5)　□　類(1.25)　■　類(1.0)

□A類　■B類

□ □ ■ □

事前資料：■有り　□無し　　　調査予定：□有り　■無し

調査場所：■敷地内　□近隣

■直接基礎

□地盤改良 □表層改良

□柱状改良

■布基礎　□ベタ基礎　□独立基礎　

□杭基礎 □摩擦杭　□一般支持杭　□認定拡底根固め支持杭

□鋼管杭支持

□RES-P改良

資料確認：■添付の調査報告書参照

ＧＬ－　　　ｍ

積雪量:65cm　単位重量:20N/m2･cm

＊＊＊＊

ｍ／ｓ３０

第１０地割３０－１の一部
岩手県釜石市鵜住居町第８地割３６－１の一部、

１００ kN/m2（長期）

■表層　　　　■GL-0.43m　□その他

　　　　　■平板載苛試験

調査方式：□スウェーデン式静的貫入試験　□標準貫入試験

□場内敷き均し　□場内指定場所堆積　■場外処分

　(■発塵抑制型　■六価クロム低排出型)

□一般鋼管杭　□螺旋翼付鋼管杭



・構造図に記載されている事項は、本標準図に優先して適用する。

・構造図及び本標準図に記載されていない事項は、工事監理者と協議を行なう。

室内側

屋外側

基礎梁主筋

あばら筋のフック

アンカーボルト

基礎芯

アンカー芯

腹筋移動

補強筋

補強筋

補強筋 補強筋
梁貫通の望ましい位置

基礎上端

基礎上端

基礎上端

主筋

主筋

主筋

主筋

補強筋

補強筋

主筋

柱位置 柱位置

折曲げ角度

形　　状
コンクリートの設計基準強度

・継ぎ手位置

・追加あばら筋は、あばら筋と同径、同ピッチとする。

・梁段差部定着

・梁主筋の定着

・増打ち補強 ・貫通位置

・貫通孔の間隔

・貫通孔の補強

・主筋に段差のある場合

・床下換気口補強

・複配筋の場合

・複配筋の場合

・複配筋の場合

・単配筋の場合

・単配筋の場合

・単配筋の場合

鉄筋の余長

フック位置は交互

フック位置はスラブ側

Ａ．単配筋の基本形 Ｂ．複配筋の基本形

Ａ．単配筋の上部フックの納め方

・かぶり厚さ

・鉄筋のあき

・端部折曲げ形状

・あばら筋の形状

・継ぎ手・定着長さ

φ1 φ2　3本とする。

4ｄ以上

135°

45ｄ

6ｄ以上 8ｄ以上

40ｄ

・梁幅が400以上の梁の梁成方向に増打ちする場合は補強筋を

100＜φ≦150

・250φ以上の開口部を設ける場合は、特記による。

150＜φ≦250

180°

　80≦φ≦100

90°

２．組立

１．鉄筋加工

３．各種補強 ４．梁貫通補強

・補強筋を入れるのは、増打ち幅70mm以上の場合とする。

・ただし、φ≦梁成/3とする。

21　24kN/mm216　18kN/mm2

折　筋　2－D13

折　筋　2－D13

横　筋　2－D13

横　筋　2－D13

斜　筋　4－D13

・補強筋は梁主筋の1サイズ落しかつD16以上とする。

上端主筋継ぎ手位置

下端主筋継ぎ手位置

腹筋

柱位置 柱位置

柱位置

一般部の定着長さ

溶接金網の継ぎ手

・継ぎ手位置は応力に小さい位置に設ける事

・隣接する継ぎ手位置は下図の何れかとする。

布　基　礎

土間コンクリート

基礎梁部

フーチング部

上面

下面

最小かぶり厚さ 設計かぶり厚さ

・かぶり厚さに捨てコンクリートは含まない。

・鉄筋のあきは以下の内、最大のもの以上とする。

1節半以上1節半以上

　①　鉄筋の呼び径の1．5倍以上

　②　粗骨材最大寸法の1．25倍以上

35ｄ

30

40ｄ

40以上

40

40

50以上

50以上

60 70以上

単位：mm

　③　25mm以上

柱位置

の定着長さ

継ぎ手長さ及び重要な部分

縦　筋　ST　D10＠100

縦　筋　ST　D10＠100

縦　筋　ST　D10＠100

縦　筋　ST2－D10＠100

縦　筋　ST2－D10＠100

縦　筋　ST2－D10＠100

(布基礎の場合)

Ｃ．片側床版付(Ｂがより良い)

・主筋を通す場合(フカシ部)

D．両側床版付(Ｂがより良い)

折　筋　2－(2－D13)

折　筋　2－(2－D13)

横　筋　2－(2－D13)

横　筋　2－(2－D13)

斜　筋　2－(4－D13)

・D16以下でR≧3ｄ　D19以上でR≧4ｄ(中間部の折曲げも同様) 貫通孔が連続して間隔がとれない

場合は、工事監理者と協議を

行なうこと。

・認定品を使用できるのは複配筋の場合のみとし、仕様は

　メーカーの仕様による。

加工してかぶり厚さを確保する。

あばら筋上部のフックは基礎梁主筋と45°の角度をなすように

(幅止め筋は
　4ｄ以上)

(幅止め筋は
　4ｄ以上)

定
着
の
長
さ

基礎上端 主筋

余長 余
長

余
長

ｄ ｄ ｄ

継手の長さ

段
差

段
差

4
ｄ

55

1
2．
5

3
5
ｄ

6ｄ

6ｄ6ｄ

8ｄ

8
ｄ

8
ｄ

40ｄ

40ｄ

Ｗ=400程度

40ｄ

5
0

1
5
0

Ｈ
≦
1
8
0

D

D
/
3
D
/3
D
/3

L/2L/4 L/4

R R R

定着長さ

15ｄ

20ｄ

150

L

L L

1．5L以上0．5L

L/2

L/2

L/4 L/4 L/4 L/4

L/4 L/4 L/4 L/4

あ き

間 隔

L(=1800など)

L(=1800など)

(φ1＋φ2)x3/2以上

▼ ▼

▼

▼

▼

▼

▼▼

▼ ▼

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

縮尺 図面番号営業担当 日付

斉　藤　宇　達

工事名称 図面名称

一級建築士登録番号第217235号
設計者意匠 構造

-

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所 設備

菅沼 小西内田 頴川・中村

御承認印

【共通】　鉄筋コンクリート造配筋標準図

S-02

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事

2012.03.07



工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第217235号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事

1/600・1/200

プレハブ本体仕様

面積表

タテ ヨコ 面積階 室　名

1階

棟数

1 

延床面積 建築面積

合計

E棟

F棟

I棟

J棟

K棟

L棟

1 

295.18 

321.37 

353.16 

210.06 

151.13 

183.87 

295.18 

321.37 

353.16 

210.06 

151.13 

183.87 

1514.77 1514.77 

記号　数量

外部建具表・開口有効面積計算表

AW
1

AW
2

S=1/200

1
AD

採光有効面積

換気有効面積

開口姿図

　型　　式　

　硝　　子　

　金　　物　

排煙有効面積

消火活動上有効な開口

1.675x

0.8 x

＝

＝

x ＝1.675F1:

V1:

L1:

アルミ引違い窓

透明ガラスt=3

クレセント､戸車

1.285

1.285

1.285

アルミ引違い窓

クレセント､戸車

x ＝1.8821.675

アルミ引き違い戸

下　アルミパネル

引手､シリンダー錠､戸車

F3:

記号　数量 AW
1

※逆算法､K=3.0の場合のD(水平距離)を算出

確保できるため　　∴　補正係数＝3.0

■採光補正係数について(平屋建)

※逆算法､K=3.0の場合のD(水平距離)を算出

確保できるため　　∴　補正係数＝3.0

■採光補正係数について(平屋建)

■各室の火気使用について

全て火気使用なしとする。

1
SS

透明ガラスt=3、型ガラスt=4（便所） 上　透明ガラスt=3、型ガラスt=4（便所）

1.028

2.152

2.152

3.152

面積　×　棟数　→

7.275

7.275 44.175

40.575 295.18 

321.37 

消防法上の無窓階の検討

E　棟

F　棟

判　定

2ヶ所以上

大型開口部

2ヶ所以上

一般階

一般階

【E・F棟】　仕上表・建物求積図・法規チェック図　№1

　E棟　

　F棟　

※ブレースの掛かっている窓は数に入れない。

建物求積図 ※　出入口の庇は片持庇で出幅1000以下の為、面積に算入しない。 S=1/600

E棟： 3箇所　・　F棟： 6箇所

　　　　　　　　　　　　F棟： 21箇所

判　定

OK

OK

必要面積 計画面積

A×1/50 = 1.96

A×1/20 = 4.92

A×1/20 = 4.92

室　名

室面積（A）

換気計算（法28条）

排煙計算（令116条の2）

採光計算（令116条の2）

判　定

OK

OK

OK

必要面積 計画面積

A×1/50 = 1.96

A×1/20 = 4.92

A×1/20 = 4.92

室　名

室面積（A）

換気計算（法28条）

排煙計算（令116条の2）

採光計算（令116条の2）

室面積 =  7.275　×　13.5375　＝　　98.485 ㎡

室面積 =  7.275　×　13.5375　＝　　98.485 ㎡

S4×7　      　　　　　　 = 　1.99

V4×7　      　　　　　　 =　　7.19

（室面積は最大のもので検討）

（室面積は最大のもので検討）

採光有効面積

換気有効面積

　型　　式　

　硝　　子　

排煙有効面積

消火活動上有効な開口

1.675x

0.8 x

＝

＝

x ＝1.675

アルミ引違い窓

透明ガラスt=3

0.8 x ＝

1.285

1.285

1.285

0.357

　金　　物　
クレセント､戸車

ｽﾗ ｯﾄ厚t=0.5、中柱付、水切スチール製

排煙有効範囲

S4:

V4:

L4:

F4:

▽　1FL

0.285

1.028

2.152

2.152

（W3ｍ以上は中桟あり）

軽量スチールシャッター（外付　手動）

ＳＳ3＝3420

Ｓ
Ｓ
3
＝
3
0
0
0

Ｓ
Ｓ
4
＝
3
0
0
0

Ｓ
Ｓ
2
＝
2
4
0
0

ＳＳ2＝3420

ＳＳ4＝2520

開口姿図

SS

SS

2

3

SS
4

E棟： 2箇所　・　F棟： 3箇所

SS E棟： 1箇所　　　　　　　　　　
5

ＳＳ5＝3420

Ｓ
Ｓ
5
＝
4
0
0
0

（
C
H
/
2
＝
1
6
5
1
）

　―

　E棟　

　F棟　

2012.03.07 A－03

外壁

屋　根 材　料

形　状

断熱材

軒　先 軒　裏

鼻隠し

名　称

表面材

断熱材

開口部 窓

出入口

片持庇 躯体

屋根

軒天井

付帯工事仕様

外部幅木

基礎内部水切

室内仕上げ

出入口ポーチ

シャッターポーチ

コンクリート打ち放し

塗装鋼板t=0.3

土間コンクリート　木ゴテ押え（スロープ）

F棟 便所

内　壁

天　井

備　考

間仕切

幅木

壁

化粧石膏ボードt=12.5壁

幅木

－

塗装鋼板貼り（パネル式）

化粧シート貼木質巾木

化粧シート貼木質巾木

塗装鋼板（壁パネル表し）

　床 木製床パネルの上、調整合板t＝4＋ビニル床シート貼

土間コンクリート　金ゴテ直押え　床

内　壁

間仕切

幅木

壁

化粧石膏ボードt=12.5壁

塗装鋼板（壁パネル表し）

塗装鋼板（内部水切）

E棟

F棟

幅木 コンクリート打放し

化粧石膏ボードt=12.5+化粧石膏ボードt=12.5（両面）

天　井

備　考 －

塗装鋼板貼り（パネル式）

異種用途区画壁
（折板裏まで達せしめること）

【注意事項】

※1

※2

ホルムアルデヒド放散量について、使用する仕上げ材及びその接着材は全て

F☆☆☆☆または放散量=0とする。

ホルムアルデヒド放散量について、使用する下地材及びその接着材は全て

F☆☆☆、F☆☆☆☆または放散量=0とする。

なし

塗装鋼板（屋外面：t=0.35　屋内面：t=0.27）

プレハブ用アルミサッシ引き違い窓

折板裏面（鋼板素地）表し

ボルト式折板　山高88（水上タイトフレーム止水材付）

鉄骨露出（FE仕上）

折板裏面（鋼板素地）表し

プレハブ用アルミサッシ引き違い扉

軽量スチールシャッター　外付（手動）

ｱﾙﾐ亜鉛合金めっき鋼板素地t＝0.6

折板t＝0.5　横流し　受け樋なし

フェノールフォーム　t=40

建　物

棟　名

主要用途

耐火建築物種別

消防法施行令
別表第一

E棟 F棟

自動車修理工場 自動車修理工場

準耐火建築物（ロ-2） 準耐火建築物（ロ-2）

（12）イ （12）イ

無機質高充填フォームt=4（軒先カット）　　不燃：NM-1196

鋼板製不燃断熱パネル　t=41（プロシード）不燃：NM-2232

（※計画位置に延焼の恐れのある部分はない。）

土間コンクリート　金ゴテ押え（1段又は2段）

告示第1400号十一

告示第1400号十一

告示第1400号十六

告示第1380号第1-ロ(1)

（便所）

以下の計算はNo.2を参照

E棟：7箇所　　　　　　　　　　 E棟：14箇所　F棟：2　　　　　　　　　　

1.675x

0.8 x

＝

＝

x ＝1.675

▽　天井面 ▽　天井面

工業地域:D/H×8-1=3.0より(H寸法は断面図参照)

D={(3.0+1)/8}×3.55 = 1.775

よって 本設計は全面水平距離D=1.775m以上

工業地域:D/H×8-1=3.0より(H寸法は断面図参照)

D={(3.0+1)/8}×2.19 = 1.095

よって 本設計は全面水平距離D=1.095m以上

V2:

L2:

F2:

0.900

0.900

0.900

0.720

1.507

1.507

【E棟】　自動車整備工場1,2,3　共通

V1×2　+　V2×5　　　　　　 =　　5.65

(L1×2　+　L2×5）×　3　 =　11.83

【F棟】　事務所・自動車修理工場・バイク販売・修理　共通

(L4×7)×　3         =　45.19

自動車修理工場1 自動車修理工場2 自動車修理工場3

自動車修理工場 便所バイク販売・修理事務所

必要面積

295.18×1/30 = 9.83

321.37×1/30 =10.71

計画面積

F1×7　+　F2×14　+　F3×3　　＝　　45.61

F4×21　+　F3×6　　　　　　　　　＝　　64.10

・F棟のF1は無効

-

-

-

Ｓ
Ｓ
1
＝
2
4
0
0

ＳＳ1＝1620

1
2
8
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1
0
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3
5
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1675

800

1
2
8
5

1675

800 800

1
8
8
2

1675

9
0
0

7
2
7
5

13537.5 13500 13537.5
40575

7
2
7
5

13537.5 13500
44175

13500 3637.5

告示1436-四-ハ（4）



工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第217235号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村 1/600・1/200

プレハブ本体仕様

面積表

タテ ヨコ 面積階 室　名

1階

棟数

1 

延床面積 建築面積

1 

295.18 295.18 

353.16 

記号　数量

外部建具表・開口有効面積計算表

AW
1

AW
2

S=1/200

1
AD

採光有効面積

換気有効面積

開口姿図

　型　　式　

　硝　　子　

　金　　物　

排煙有効面積

消火活動上有効な開口

1.675x

0.8 x

x1.675F1:

V1:

L1:

アルミ引違い窓

▽　天井面

透明ガラスt=3

クレセント､戸車

1.675x

0.8 x

x1.675

アルミ引違い窓

▽　天井面

クレセント､戸車

x1.675

アルミ引き違い戸

下　アルミパネル

引手､シリンダー錠､戸車

F3:F2:

V2:

L2:

記号　数量 AW
1

※逆算法､K=3.0の場合のD(水平距離)を算出

無指定:D/H×10-1=3.0より(H寸法は断面図参照)

確保できるため　　∴　補正係数＝3.0

■採光補正係数について(平屋建)

※逆算法､K=3.0の場合のD(水平距離)を算出

無指定:D/H×10-1=3.0より(H寸法は断面図参照)

確保できるため　　∴　補正係数＝3.0

■採光補正係数について(平屋建)

■各室の火気使用について

全て火気使用なしとする。

1
SS

透明ガラスt=3、型ガラスt=4（便所） 上　透明ガラスt=3、型ガラスt=4（便所）

A－04

7.275

7.275

40.575 295.18 

建物求積図 ※　出入口の庇は片持庇で出幅1000以下の為、面積に算入しない。 S=1/600

判　定

OK

OK

必要面積 計画面積

A×1/50 = 1.96

A×1/20 = 4.92

A×1/20 = 4.92

室　名

室面積（A）

換気計算（法28条）

排煙計算（令116条の2）

採光計算（令116条の2）

判　定

OK

OK

OK

必要面積 計画面積

A×1/50 = 1.96

A×1/20 = 4.92

A×1/20 = 4.92

室　名

室面積（A）

換気計算（法28条）

排煙計算（令116条の2）

採光計算（令116条の2）

室面積 =  7.275　×　13.5375　＝　　98.485 ㎡

室面積 =  7.275　×　13.5375　＝　　98.485 ㎡

S4×7　      　　　　　　 = 　1.99

V4×7　      　　　　　　 =　　7.19

(L4×3)×7          =　45.19

（室面積は最大のもので検討）

（室面積は最大のもので検討）

採光有効面積

換気有効面積

　型　　式　

　硝　　子　

排煙有効面積

消火活動上有効な開口

1.675x

0.8 x

＝

＝

x ＝1.675

アルミ引違い窓

透明ガラスt=3

0.8 x ＝

1.285

1.285

1.285

0.357

　金　　物　
クレセント､戸車

ｽﾗ ｯﾄ厚t=0.5、中柱付、水切スチール製

排煙有効範囲

S4:

V4:

L4:

F4:

▽　1FL

0.285

1.028

2.152

2.152

（W3ｍ以上は中桟あり）

軽量スチールシャッター（外付　手動）

ＳＳ3＝3420
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開口姿図
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V1×7　　　　　　　　　　　　　 =　　7.19

(L1×3)×7　　　　　　　　　 =　15.06

D={(3.0+1)/10}×3.354 = 1.3416

よって 本設計は全面水平距離D=1.3416m以上

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第三敷地　仮設施設整備工事 【G・H棟】　仕上表・建物求積図・法規チェック図　№1

2012.03.07

　G棟　

　H棟　

G棟

H棟

M棟

面積　×　棟数　→

合計

消防法上の無窓階の検討

判　定

2ヶ所以上

大型開口部

2ヶ所以上

一般階

一般階

※ブレースの掛かっている窓は数に入れない。

G　棟

H　棟

30.675 223.16 223.16 223.16 

353.16 

　871.50 　871.50 

　G棟　

　H棟　

D={(3.0+1)/10}×2.099 =0.8396

よって 本設計は全面水平距離D=0.8396m以上

　　　　　　　　　　　　H棟： 14箇所

G棟： 3箇所　・　H棟： 2箇所

便所 工場1 工場2

外壁

屋　根 材　料

形　状

断熱材

軒　先 軒　裏

鼻隠し

名　称

表面材

断熱材

開口部 窓

出入口

片持庇 躯体

屋根

軒天井

付帯工事仕様

外部幅木

基礎内部水切

室内仕上げ

出入口ポーチ

シャッターポーチ

コンクリート打ち放し

塗装鋼板t=0.3

土間コンクリート　木ゴテ押え（スロープ）

（便所）

便所

内　壁

天　井

備　考

間仕切

幅木

壁

化粧石膏ボードt=12.5壁

幅木

－

塗装鋼板貼り（パネル式）

化粧シート貼木質巾木

化粧シート貼木質巾木

塗装鋼板（壁パネル表し）

　床 木製床パネルの上、調整合板t＝4＋ビニル床シート貼

土間コンクリート　金ゴテ直押え　床

内　壁

間仕切

幅木

壁

化粧石膏ボードt=12.5壁

塗装鋼板（壁パネル表し）

塗装鋼板（内部水切）

幅木 コンクリート打放し

H棟

G棟

H棟

建　物

棟　名

主要用途

耐火建築物種別

消防法施行令
別表第一 （12）イ （12）イ

なし

ポリエチレンフォームt=4（軒先カット）

塗装鋼板（屋外面：t=0.35　屋内面：t=0.27）

プレハブ用アルミサッシ引き違い窓

折板裏面（鋼板素地）表し

ボルト式折板　山高88（水上タイトフレーム止水材付）

鉄骨露出（FE仕上）

折板裏面（鋼板素地）表し

プレハブ用アルミサッシ引き違い扉

軽量スチールシャッター　外付（手動）

ｱﾙﾐ亜鉛合金めっき鋼板素地t＝0.6

折板t＝0.5　横流し　受け樋なし

鋼板製不燃断熱パネル　t=41（プロシード）

作業場1 作業場2 作業場3

G棟 H棟

作業場 工場

その他 その他

ポリウレタンフォーム　t=40

告示第1400号十一

告示第1400号十六

土間コンクリート　金ゴテ押え（1段又は2段）

天　井

備　考 －

塗装鋼板貼り（パネル式）

【注意事項】

※1

※2

ホルムアルデヒド放散量について、使用する仕上げ材及びその接着材は全て

F☆☆☆☆または放散量=0とする。

ホルムアルデヒド放散量について、使用する下地材及びその接着材は全て

F☆☆☆、F☆☆☆☆または放散量=0とする。

告示第1400号十一

G棟：15箇所　　H棟： 2箇所 G棟： 4箇所　　H棟： 4箇所

＝

＝

＝

1.285

1.285

1.285

1.028

2.152

2.152 ＝
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＝
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0.720

1.507

1.507 ＝1.882 3.152

M棟の計算はNo.2を参照

必要面積

295.18×1/30 = 9.83

計画面積

223.16×1/30 =　7.43 F4×14　+　F3×4　　　　　　　　　＝　　42.73

G棟：6箇所　　　　　　　　　　

F1×6　+　F2×15　+　F3×4　　＝　　48.12

【H棟】　工場１，2　共通

【G棟】　作業場1,2,3　共通

告示1436-四-ハ（4）
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(RB2A)は梁下継ぎ(C-60x30x10x2.3)　を示す。

　は、壁ブレース  を示す。V1:M12

特記なき水平ブレースは、H1:M10　とする。

　は、M(ﾓﾔ) を示す。M:□-60x60x2.3
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基礎伏図　S=1/200

内数値は、土間天端　を示す。
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は、土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　を示す。
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訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

縮尺 図面番号営業担当 日付

斉　藤　宇　達

工事名称 図面名称

一級建築士登録番号第217235号
設計者意匠 構造

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所 設備

菅沼 小西内田 頴川・中村

御承認印

S=1/200

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事 【Ｅ棟】　梁伏図・基礎伏図

S-032012.03.07
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X17

設計GL

（註）特記なき柱は、Ｃ１　とする。

Ｘ１通り軸組図　Ｓ＝１／２００

（註）特記なき柱は、Ｃ１　とする。

一般通り軸組図　Ｓ＝１／２００

（註）特記なき柱は、Ｃ１　とする。

Ｘ９，Ｘ１７通り軸組図　Ｓ＝１／２００

（註）特記なき柱は、Ｃ１　とする。

Ｘ２５通り軸組図　Ｓ＝１／２００

（註）特記なき柱は、Ｃ１　とする。

設計GL

C2 C2

（註）特記なき柱は、Ｃ１　とする。

Ｙ１通り軸組図　Ｓ＝１／２００
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変　更 日　付 担　当

縮尺 図面番号営業担当 日付

斉　藤　宇　達

工事名称 図面名称

一級建築士登録番号第217235号
設計者意匠 構造

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所 設備

菅沼 小西内田 頴川・中村

御承認印

S=1/200

【Ｅ棟】　軸組図

S-04

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事

2012.03.07
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訂　正　事　項

　　・　　
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変　更 日　付 担　当

縮尺 図面番号営業担当 日付

斉　藤　宇　達

工事名称 図面名称

一級建築士登録番号第217235号
設計者意匠 構造

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所 設備

菅沼 小西内田 頴川・中村

御承認印

S=1/30

【Ｅ棟】　鉄骨詳細図

S-06

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事

2012.03.07



鉄　骨

部　材

備　考

符　号

断　面

鉄　骨

部　材

備　考

A.BOLT 2-M12 L=240 (SS400) A.BOLT 2-M12 L=240 (SS400)

LipH-75x90x15x3.2 □-75x75x2.3

庇部材Ｍ 折　板

STKR400

□-60x60x2.3@1800

庇　　H=88　ｔ=0.5

屋根　H=88　ｔ=0.6

b:P-48.6φx2.3 STK400

a:LipH-75x90x15x2.3 SＷH400L

G.PL-9.0

BOLT 6-M12

G.PL-4.5

(+2C-75x45x15x2.3)

(強度区分4.8)

(ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締ﾒ) (ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締ﾒ)

STKR400

□-75x75x2.3

A.BOLT 2-M12 L=240 (SS400)

B.PL-12x100x230(SS400)

(ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締ﾒ)

BOLT 1-M12

(強度区分4.8)

STKR400 (+SSC400)

λ=107

b:P-34.0φx2.3 SSC400

C-75x45x15x2.3a:LipH-75x90x15x2.3

BOLT 2-M12
BOLT 3-M12

(強度区分4.8)
(強度区分4.8)

G.PL-4.5

BOLT 3-M12

(強度区分4.8)

G.PL-4.5

a:SWH400L  b:STK400 a:STKR400  b:SSC400

設計ＧＬ

砕石地業

通り芯 通り芯

＊誘発目地　20x20@3600

増打ちｺﾝｸﾘｰﾄt=20

アンカー芯

外側 内側

F1

増打ちｺﾝｸﾘｰﾄt=20

＊誘発目地　20x20@3600

F1A

基礎断面リスト　Ｓ＝１／３０

　　主筋を通す場合にする。

+□-50x50x3.2

SWH400L+STKR400

λ=83 λ=169

1-D13
D10 D10@200

1-D13

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

D10@200

1-D13
D10

砕石地業

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

D10@200

1-D13
D10

＊　F1A　どうしの間が１間の場合は　S-02の3の

D10@200

SS400

M10 M12

406

125

PL-4.5

Ｈ１ Ｖ１

(ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締ﾒ) (ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締ﾒ)

SNR400B

PL-3.2

G.PL-4.5 G.PL-4.5
BOLT 1-M16
(強度区分4.8)

BOLT 1-M16
(強度区分10.9)

SSC400

C-60x30x10x2.3

λ=168

ｂ

BOLT 2-M12

G.PL-4.5

SSC400

C-60x30x10x2.3

λ=168

BOLT 2-M12

(強度区分4.8)

b:C-75x45x15x2.3

a:□-75x75x3.2

(強度区分4.8)

a

PL-4.5

BOLT　2-M12

b

C-75x45x15x2.3

PL-9.0

PL-6.0

a

b

C-60x30x10x2.3
(水上のみ)

+□-50x50x3.2
LipH-75x90x15x3.2

通り芯

F1B

増打ちｺﾝｸﾘｰﾄt=20

＊誘発目地　20x20@3600

砕石地業

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

D10@200

D10

D10@200

2-D13

2-D13

F2

D10 D10@200

砕石地業

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

D10@200

D10
1-D13

断　面

符　号 Ｃ２Ｃ１

ボルト:中ボルト(スプリングワッシャー付)

鉄骨部材リスト　Ｓ＝１／３０

Ｐ１

a

ＲＧ１

b

a

ＲＧ２／ＲＢ１

a

b

a

ＲＧ３ ＲＢ２

λx=119

λy=101

外側

内側

通り芯

シャッター開口上部

C-75x45x15x2.3

シャッター開口下部

C-75x45x15x2.3
下地

PL-50x70x4.5@550

ＲＢ３

SSC400

BOLT 2-M12
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東京事業所　一級建築士事務所
郡リース株式会社

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

工事名称 図面名称

一級建築士登録番号第217235号
設計者

1/30

【Ｅ棟】基礎断面リスト・鉄骨部材リスト岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事

S-05

営業担当 日付意匠 構造 設備

菅沼 小西内田 頴川・中村

御承認印

2012.03.07



工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第217235号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼 1 / 2 0 0

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村 2 0 1 2 . 0 2 . 2 0

片流れ　1/100

・　　　　　：流し台W1050を示す

・　　　　　：排水ピット450×450（格子蓋付）を示す
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X1 Y1 X5X25

Y5 X1X25 X1

X1 X25 Y1 X5

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事

1
AW

（幸和自動車） （アイアン車体） （幸進）

【E棟】　平面図・立面図・断面図

　【E棟】Y1通り立面図　

　【E棟】平面図　

　【E棟】X25通り立面図　

　【E棟】Y5通り立面図　 　【E棟】X1通り立面図　

　【E棟】A-A’断面図　
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1

　【E棟】B-B’断面図　
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※排煙計算未検討

工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第2 1 7 2 3 5号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢　仮設施設整備工事

1 / 3 0

E・G棟　矩計図

　矩計図（C H 4 5 0 0タイプ）　

183 7 .51 8 0 0

A・BO L T

土台水切：カラー鋼板　t= 0 .3

内部水切：カラー鋼板　t= 0 .3

タイトフレーム　面戸付 屋根勾配　1 / 10 0(片流れ)

桁継：C -1 50×50×20×2 . 3

軒樋:塩ビ製 1 05φ/ 2

縦樋:塩ビ製 60φ

外壁:両面鋼板サンドイッチパネル t =4 1

外部 塗装溶融アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t = 0. 3 5

内部 塗装溶融アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t =0 . 27

断熱材 ポリスチレンフォームt= 40

（一般）　[- 10 0×5 0×3 .2 (その他)
土台（柱下）2 [- 10 0×5 0×3 .2 (柱下)

断熱材：発泡ポリエチレンフォームt =4裏貼(軒先カット)

屋　根：折板t= 0 .6 ,H = 8 8

タイトフレーム

天井パネルなし

（折板ウラ面表わし）

母屋：□-6 0×6 0×2 .3 @ 18 0 0

プレハブ専用アルミサッシ引違い窓(D W )

柱：外部露出
LI PH型鋼+角形鋼管

プレハブ専用アルミサッシ引違い窓( DW )

△パネル上端
▽柱上端

△軒高(梁上端)

▽B P L上端

▽設計G L

床：土間コンクリート金ゴテ押えt= 1 00
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　　砕石t= 1 00

屋
根
裏
（
水
下
側
）
ま
で
＝

梁
下
端
ま
で
＝

△パネル上端
▽柱上端

▽最高高さ

▽B P L上端
▽基礎上端

▽設計G L

4k＝7 2 7 5

2 0 1 2 . 0 2 . 1 3

9
0
0

2
4
7
0

5
0
0

1
1
9
0

2
0
0

4
9
2
.
5

3
5
5

4
9
2
.
5

4
9
2
.
5

3 6 2 . 5

4
9
2
.
5

4
9
2
.
5

3 6 2 . 5

4
9
2
.
5

4
9
2
.
5

4
9
2
.
5

4
9
2
.
5

4
9
2
.
5

4
9
2
.
5

1 8 0 01 8 3 7 . 5

5
2
6
0

3
2

5
4
0

4
5
6
0

5
1
0
0

1
2
8
5

1
3
7
0

2
0
8
5

1
1
9
0

4
9
2
.
5

1
0
7
.
5

5
4
6
0

平
均
天
井
高
さ
＝
5
1
8
0

4
9
2
.
5

1
2

1
0
5

2
5
0

4
9
2
.
5

1
6
8

1
2

4
9
2
.
5

4
9
2
.
5

4
9
2
.
5

A－1 0



X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X26 X27X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25

Y
1

Y
2

Y
3

Y
4

Y
5

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X26 X27X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25

基礎伏図　S=1/200
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内数値は、土間天端　を示す。

(註)
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(RB2A)は梁下継ぎ(C-60x30x10x2.3)　を示す。

　は、壁ブレース  を示す。V1:M12

特記なき水平ブレースは、H1:M10　とする。

　は、M(ﾓﾔ) を示す。M:□-60x60x2.3

R階梁伏図　S=1/200
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訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

縮尺 図面番号営業担当 日付

斉　藤　宇　達

工事名称 図面名称

一級建築士登録番号第217235号
設計者意匠 構造

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所 設備

菅沼 小西内田 頴川・中村

御承認印

S=1/200

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事 【Ｆ棟】　梁伏図・基礎伏図

S-072012.03.07



BPL上端
設計GL

C2 C2

（註）特記なき柱は、Ｃ１　とする。

Ｙ１通り軸組図　Ｓ＝１／２００

BPL上端
設計GL

C2 C2

（註）特記なき柱は、Ｃ１　とする。
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Ｙ５通り軸組図　Ｓ＝１／２００
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設計GL
BPL上端

C2 C2

（註）特記なき柱は、Ｃ１　とする。

Ｘ１通り軸組図　Ｓ＝１／２００
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（註）特記なき柱は、Ｃ１　とする。

一般通り軸組図　Ｓ＝１／２００
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BPL上端

（註）特記なき柱は、Ｃ１　とする。
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（註）特記なき柱は、Ｃ１　とする。

Ｘ９，１７通り軸組図　Ｓ＝１／２００
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（註）特記なき柱は、Ｃ１　とする。

Ｘ２７通り軸組図　Ｓ＝１／２００
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訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

縮尺 図面番号営業担当 日付

斉　藤　宇　達

工事名称 図面名称

一級建築士登録番号第217235号
設計者意匠 構造

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所 設備

菅沼 小西内田 頴川・中村

御承認印

S=1/200

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事 【Ｆ棟】　軸組図

S-082012.03.07



断　面

符　号 Ｃ２Ｃ１

ボルト:中ボルト(スプリングワッシャー付)

鉄骨部材リスト　Ｓ＝１／３０

Ｐ１

鉄　骨

部　材

備　考

符　号

断　面

鉄　骨

部　材

備　考

A.BOLT 2-M12 L=240 (SS400) A.BOLT 2-M12 L=240 (SS400)

SWH400L

LipH-75x90x15x3.2 □-75x75x2.3

庇部材

a

PL-4.5

BOLT　2-M12

Ｍ 折　板

C-75x45x15x2.3

C-60x30x10x2.3

b

STKR400

□-60x60x2.3@1800

庇　　H=88　ｔ=0.5

屋根　H=88　ｔ=0.6

b:P-48.6φx2.3 STK400

a:LipH-75x90x15x2.3 SＷH400L

G.PL-9.0

BOLT 6-M12

G.PL-4.5

(+2C-75x45x15x2.3)

(水上のみ)

(強度区分4.8)

(ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締ﾒ) (ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締ﾒ)

STKR400

□-75x75x2.3

A.BOLT 2-M12 L=240 (SS400)

B.PL-12x100x230(SS400)

(ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締ﾒ)

ＲＢ２Ａ(梁下継ぎ)

C-60x30x10x2.3

(強度区分4.8)

BOLT 1-M12

SSC400SS400

M10 M12

406

125

PL-4.5

Ｈ１ Ｖ１

(ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締ﾒ) (ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締ﾒ)

SNR400B

PL-3.2

ＲＢ３

SSC400

BOLT 2-M12

(強度区分4.8)
BOLT 1-M12

(強度区分4.8)

G.PL-4.5 G.PL-4.5
BOLT 1-M16
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F1B
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　　主筋を通す場合にする。
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下地
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調整ﾓﾙﾀﾙt=30
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東京事業所　一級建築士事務所
郡リース株式会社

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

工事名称 図面名称

一級建築士登録番号第217235号
設計者

1/30

営業担当 日付意匠 構造 設備

菅沼 小西内田 頴川・中村

御承認印

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事 【Ｆ棟】基礎断面リスト・鉄骨部材リスト

S-092012.03.07
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訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

縮尺 図面番号営業担当 日付

斉　藤　宇　達

工事名称 図面名称

一級建築士登録番号第217235号
設計者意匠 構造

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所 設備

菅沼 小西内田 頴川・中村

御承認印

S=1/30

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事 【Ｆ棟】　鉄骨詳細図

S-102012.03.07



工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第217235号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼 1 / 2 0 0

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村 2 0 1 2 . 0 2 . 2 0

△設計GL

▽1FL

△設計GL

▽1FL
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CH＝3500

・　　　　　：流し台W1050を示す

・　　　　　：排水ピット450×450（格子蓋付）を示す

Ａ

Ｂ’

【F棟】　平面図・立面図・断面図

A－0 6

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事
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片流れ　1/100

9 8 . 212㎡
（加賀自動車）
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（中里輪店）

　【F棟】平面図　　

　【F棟】Y5通り立面図　 　【F棟】X27通り立面図　

　【F棟】X1通り立面図　　【F棟】Y1通り立面図　

　【F棟】A-A’断面図　 　【F棟】B-B’断面図　
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工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第2 1 7 2 3 5号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢　仮設施設整備工事

1 / 3 0

　矩計図（C H 3 3 0 0タイプ）　

A・B O LT

タイトフレーム

断熱材：発泡ポリエチレンフォームt =4裏貼(軒先カット)

屋　根：折板t= 0 .6 ,H = 8 8

屋根勾配　1/ 1 00 (片流れ)

天井パネル

土台水切：カラー鋼板

土台

柱：外部露出

プレハブ専用アルミサッシ引違い窓(D W )

母屋：@ 1 80 0

1 8 3 7 . 5

排煙有効範囲

1 8 0 0

4k＝7 2 7 5　　6 k＝1 0 8 7 5

外壁:両面鋼板サンドイッチパネル t= 41

　　　内部 塗装溶融アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t= 0. 2 7
　　　外部 塗装溶融アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t= 0. 3 5

　　　断熱材 ポリスチレンフォームt =4 0

桁継：C- 75×45×1 5×2 . 3
タイトフレーム　面戸付

≧
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1
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5
0）

内部水切：カラー鋼板　t= 0 .3

軒樋:塩ビ製 1 0 5φ/2
縦樋:塩ビ製 6 0φ

（砂利受、地中浸透）
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工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第２１７２３５号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社

東京事業所　一級建築士事務所
菅沼

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村
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岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事

（幸和自動車） （アイアン車体） （幸進）

【Ｅ棟】　平面図

　【Ｅ棟】平面図　
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工事名称 図面名称

縮尺 図面番号営業担当 設計者

内田

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社

東京事業所　一級建築士事務所
菅沼

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

【Ｊ棟】　平面図

Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５Ｘ１

Ｙ
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Ｙ
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Ｙ
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Ｙ
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Ｙ
５

Ｘ２ Ｘ１６ Ｘ１７

　【Ｊ棟】平面図　　

・　　　　　：流し台Ｗ１０５０を示す

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事

（千留） （けいちゃん）
（喜楽） （古川商店）
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一級建築士登録第２１７２３５号

斉藤宇達
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訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

縮尺 図面番号営業担当 日付

斉　藤　宇　達

工事名称 図面名称

一級建築士登録番号第217235号
設計者意匠 構造

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所 設備

菅沼 小西内田 頴川・中村

御承認印

S=1/200

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第三敷地　仮設施設整備工事 【Ｊ棟】　梁伏図・基礎伏図・軸組図

S-152012.03.13

は、Ｕ型側溝240を示す。
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(RB2A)は梁下継ぎ(C-60x30x10x2.3)　を示す。

　は、壁ブレース  を示す。V1:M12

特記なき水平ブレースは、H1:M10　とする。
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(註)
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内数値は、土間天端　を示す。
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は、土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　を示す。
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訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  ・

変　更 日　付 担　当

縮尺 図面番号営業担当 日付

斉　藤　宇　達

工事名称 図面名称

一級建築士登録番号第217235号
設計者意匠 構造

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所 設備

菅沼 小西内田 頴川・中村

御承認印

S=1/200

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事 【Ｌ棟】　梁伏図・基礎伏図・軸組図

S-172012.03.13

は、Ｕ型側溝240を示す。



工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第21723 5号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼 1 / 2 0 0

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村 2 0 1 2 . 0 2 . 2 0

【H棟】　平面図・立面図・断面図
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郡リース株式会社郡リース株式会社郡リース株式会社郡リース株式会社郡リース株式会社郡リース株式会社郡リース株式会社

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

斉藤宇達斉藤宇達斉藤宇達斉藤宇達斉藤宇達斉藤宇達斉藤宇達
管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士

整理番号整理番号整理番号整理番号整理番号整理番号整理番号

検印検印検印検印検印検印検印製図製図製図製図製図製図製図

斉藤瑞斉藤瑞斉藤瑞斉藤瑞斉藤瑞斉藤瑞斉藤瑞疋田疋田疋田疋田疋田疋田疋田

担当担当担当担当担当担当担当

日付日付日付日付日付日付日付縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺

御承認印御承認印御承認印御承認印御承認印御承認印御承認印図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

件　　名件　　名件　　名件　　名件　　名件　　名件　　名・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・２０１１２０１１２０１１２０１１２０１１２０１１２０１１

東京事業所　一級建築士事務所東京事業所　一級建築士事務所東京事業所　一級建築士事務所東京事業所　一級建築士事務所東京事業所　一級建築士事務所東京事業所　一級建築士事務所東京事業所　一級建築士事務所
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M-01M-01M-01M-01M-01M-01M-01

吐水口空間吐水口空間吐水口空間吐水口空間吐水口空間吐水口空間吐水口空間
あふれ面あふれ面あふれ面あふれ面あふれ面あふれ面あふれ面

あふれ縁あふれ縁あふれ縁あふれ縁あふれ縁あふれ縁あふれ縁

25ｍｍ超25ｍｍ超25ｍｍ超25ｍｍ超25ｍｍ超25ｍｍ超25ｍｍ超 有効口径の2倍有効口径の2倍有効口径の2倍有効口径の2倍有効口径の2倍有効口径の2倍有効口径の2倍

75.075.075.075.075.075.075.0

55.055.055.055.055.055.055.0

40.040.040.040.040.040.040.0

壁の有る場合壁の有る場合壁の有る場合壁の有る場合壁の有る場合壁の有る場合壁の有る場合
吐水口周辺に吐水口周辺に吐水口周辺に吐水口周辺に吐水口周辺に吐水口周辺に吐水口周辺に

吐水口空間ｍｍ吐水口空間ｍｍ吐水口空間ｍｍ吐水口空間ｍｍ吐水口空間ｍｍ吐水口空間ｍｍ吐水口空間ｍｍ

排水管の内径と吐水空間の目安排水管の内径と吐水空間の目安排水管の内径と吐水空間の目安排水管の内径と吐水空間の目安排水管の内径と吐水空間の目安排水管の内径と吐水空間の目安排水管の内径と吐水空間の目安

排水管の内径排水管の内径排水管の内径排水管の内径排水管の内径排水管の内径排水管の内径
ｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍ

吐水口周辺に吐水口周辺に吐水口周辺に吐水口周辺に吐水口周辺に吐水口周辺に吐水口周辺に
壁の無い場合壁の無い場合壁の無い場合壁の無い場合壁の無い場合壁の無い場合壁の無い場合

25.025.025.025.025.025.025.0

40.040.040.040.040.040.040.0

50.050.050.050.050.050.050.025ｍｍ以下25ｍｍ以下25ｍｍ以下25ｍｍ以下25ｍｍ以下25ｍｍ以下25ｍｍ以下

15ｍｍ以下15ｍｍ以下15ｍｍ以下15ｍｍ以下15ｍｍ以下15ｍｍ以下15ｍｍ以下

13ｍｍ以下13ｍｍ以下13ｍｍ以下13ｍｍ以下13ｍｍ以下13ｍｍ以下13ｍｍ以下

衛生器具の負荷単位衛生器具の負荷単位衛生器具の負荷単位衛生器具の負荷単位衛生器具の負荷単位衛生器具の負荷単位衛生器具の負荷単位

器具名器具名器具名器具名器具名器具名器具名

大便器(タンク)大便器(タンク)大便器(タンク)大便器(タンク)大便器(タンク)大便器(タンク)大便器(タンク)

洗面器洗面器洗面器洗面器洗面器洗面器洗面器

手洗い器手洗い器手洗い器手洗い器手洗い器手洗い器手洗い器

浴槽浴槽浴槽浴槽浴槽浴槽浴槽

台所流し台所流し台所流し台所流し台所流し台所流し台所流し

洗濯機パン洗濯機パン洗濯機パン洗濯機パン洗濯機パン洗濯機パン洗濯機パン

トラップ口径トラップ口径トラップ口径トラップ口径トラップ口径トラップ口径トラップ口径ｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍ 排水負荷単位排水負荷単位排水負荷単位排水負荷単位排水負荷単位排水負荷単位排水負荷単位

4444444

1111111

0.50.50.50.50.50.50.5

2222222

2222222

3333333

75757575757575

32323232323232

25252525252525

40404040404040

40404040404040

50505050505050

※、各戸量水器部分に逆流防止の為、逆止弁を取付ける。※、各戸量水器部分に逆流防止の為、逆止弁を取付ける。※、各戸量水器部分に逆流防止の為、逆止弁を取付ける。※、各戸量水器部分に逆流防止の為、逆止弁を取付ける。※、各戸量水器部分に逆流防止の為、逆止弁を取付ける。※、各戸量水器部分に逆流防止の為、逆止弁を取付ける。※、各戸量水器部分に逆流防止の為、逆止弁を取付ける。

2.水槽、流し、その他水を入れ、又は受ける設備に給水する飲料設備の水栓開口部の構造（SHASE-206-2000)2.水槽、流し、その他水を入れ、又は受ける設備に給水する飲料設備の水栓開口部の構造（SHASE-206-2000)2.水槽、流し、その他水を入れ、又は受ける設備に給水する飲料設備の水栓開口部の構造（SHASE-206-2000)2.水槽、流し、その他水を入れ、又は受ける設備に給水する飲料設備の水栓開口部の構造（SHASE-206-2000)2.水槽、流し、その他水を入れ、又は受ける設備に給水する飲料設備の水栓開口部の構造（SHASE-206-2000)2.水槽、流し、その他水を入れ、又は受ける設備に給水する飲料設備の水栓開口部の構造（SHASE-206-2000)2.水槽、流し、その他水を入れ、又は受ける設備に給水する飲料設備の水栓開口部の構造（SHASE-206-2000)

有効口径の3倍有効口径の3倍有効口径の3倍有効口径の3倍有効口径の3倍有効口径の3倍有効口径の3倍

※　給水管の凍結による破壊の恐れがある部分及び当該部分に講じた防凍の為の措置※　給水管の凍結による破壊の恐れがある部分及び当該部分に講じた防凍の為の措置※　給水管の凍結による破壊の恐れがある部分及び当該部分に講じた防凍の為の措置※　給水管の凍結による破壊の恐れがある部分及び当該部分に講じた防凍の為の措置※　給水管の凍結による破壊の恐れがある部分及び当該部分に講じた防凍の為の措置※　給水管の凍結による破壊の恐れがある部分及び当該部分に講じた防凍の為の措置※　給水管の凍結による破壊の恐れがある部分及び当該部分に講じた防凍の為の措置

●　散水栓立上り配管：水抜き栓　等●　散水栓立上り配管：水抜き栓　等●　散水栓立上り配管：水抜き栓　等●　散水栓立上り配管：水抜き栓　等●　散水栓立上り配管：水抜き栓　等●　散水栓立上り配管：水抜き栓　等●　散水栓立上り配管：水抜き栓　等

●　室内：水抜き栓　等●　室内：水抜き栓　等●　室内：水抜き栓　等●　室内：水抜き栓　等●　室内：水抜き栓　等●　室内：水抜き栓　等●　室内：水抜き栓　等

※　給水管に講じたウォーターハンマー防止の為の措置※　給水管に講じたウォーターハンマー防止の為の措置※　給水管に講じたウォーターハンマー防止の為の措置※　給水管に講じたウォーターハンマー防止の為の措置※　給水管に講じたウォーターハンマー防止の為の措置※　給水管に講じたウォーターハンマー防止の為の措置※　給水管に講じたウォーターハンマー防止の為の措置

管径を大きくして流速を小さくする。管径を大きくして流速を小さくする。管径を大きくして流速を小さくする。管径を大きくして流速を小さくする。管径を大きくして流速を小さくする。管径を大きくして流速を小さくする。管径を大きくして流速を小さくする。

ウォーターハンマー防止器を取付ける。ウォーターハンマー防止器を取付ける。ウォーターハンマー防止器を取付ける。ウォーターハンマー防止器を取付ける。ウォーターハンマー防止器を取付ける。ウォーターハンマー防止器を取付ける。ウォーターハンマー防止器を取付ける。

●　屋外埋設管：凍結深度以下への埋設（GL-60ｃｍ）　等●　屋外埋設管：凍結深度以下への埋設（GL-60ｃｍ）　等●　屋外埋設管：凍結深度以下への埋設（GL-60ｃｍ）　等●　屋外埋設管：凍結深度以下への埋設（GL-60ｃｍ）　等●　屋外埋設管：凍結深度以下への埋設（GL-60ｃｍ）　等●　屋外埋設管：凍結深度以下への埋設（GL-60ｃｍ）　等●　屋外埋設管：凍結深度以下への埋設（GL-60ｃｍ）　等

排水横引管の管径と勾配排水横引管の管径と勾配排水横引管の管径と勾配排水横引管の管径と勾配排水横引管の管径と勾配排水横引管の管径と勾配排水横引管の管径と勾配

勾配勾配勾配勾配勾配勾配勾配

最小：1/50最小：1/50最小：1/50最小：1/50最小：1/50最小：1/50最小：1/50

最小：1/100最小：1/100最小：1/100最小：1/100最小：1/100最小：1/100最小：1/100

最小：1/150最小：1/150最小：1/150最小：1/150最小：1/150最小：1/150最小：1/150

最小：1/200最小：1/200最小：1/200最小：1/200最小：1/200最小：1/200最小：1/200150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上

125125125125125125125

75～10075～10075～10075～10075～10075～10075～100

65以下65以下65以下65以下65以下65以下65以下

管径ｍｍ管径ｍｍ管径ｍｍ管径ｍｍ管径ｍｍ管径ｍｍ管径ｍｍ

1.排水の為の配管設備の容量及びその算定方法並びに傾斜1.排水の為の配管設備の容量及びその算定方法並びに傾斜1.排水の為の配管設備の容量及びその算定方法並びに傾斜1.排水の為の配管設備の容量及びその算定方法並びに傾斜1.排水の為の配管設備の容量及びその算定方法並びに傾斜1.排水の為の配管設備の容量及びその算定方法並びに傾斜1.排水の為の配管設備の容量及びその算定方法並びに傾斜

1111111 2222222

4444444

10101010101010

20202020202020

30303030303030

240240240240240240240

540540540540540540540

960960960960960960960

22002200220022002200220022001400140014001400140014001400

620620620620620620620

360360360360360360360

160160160160160160160

20202020202020

12121212121212

6666666

3333333

排水横枝管及び立管の許容最大排水単位排水横枝管及び立管の許容最大排水単位排水横枝管及び立管の許容最大排水単位排水横枝管及び立管の許容最大排水単位排水横枝管及び立管の許容最大排水単位排水横枝管及び立管の許容最大排水単位排水横枝管及び立管の許容最大排水単位

排水横枝管排水横枝管排水横枝管排水横枝管排水横枝管排水横枝管排水横枝管
管径管径管径管径管径管径管径

ｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍ

30303030303030

40404040404040

50505050505050

65656565656565

75757575757575

100100100100100100100

125125125125125125125

150150150150150150150

200200200200200200200

階数3又はブランチ階数3又はブランチ階数3又はブランチ階数3又はブランチ階数3又はブランチ階数3又はブランチ階数3又はブランチ

間隔3を有する1立管間隔3を有する1立管間隔3を有する1立管間隔3を有する1立管間隔3を有する1立管間隔3を有する1立管間隔3を有する1立管
排水横枝管排水横枝管排水横枝管排水横枝管排水横枝管排水横枝管排水横枝管

排水管口径の算定排水管口径の算定排水管口径の算定排水管口径の算定排水管口径の算定排水管口径の算定排水管口径の算定
※、流し排水　　　　　：負荷単位2　　　 　→　50A※、流し排水　　　　　：負荷単位2　　　 　→　50A※、流し排水　　　　　：負荷単位2　　　 　→　50A※、流し排水　　　　　：負荷単位2　　　 　→　50A※、流し排水　　　　　：負荷単位2　　　 　→　50A※、流し排水　　　　　：負荷単位2　　　 　→　50A※、流し排水　　　　　：負荷単位2　　　 　→　50A

男子便所、　便器、小便器：負荷単位4男子便所、　便器、小便器：負荷単位4男子便所、　便器、小便器：負荷単位4男子便所、　便器、小便器：負荷単位4男子便所、　便器、小便器：負荷単位4男子便所、　便器、小便器：負荷単位4男子便所、　便器、小便器：負荷単位4 洗面器負荷単位　1洗面器負荷単位　1洗面器負荷単位　1洗面器負荷単位　1洗面器負荷単位　1洗面器負荷単位　1洗面器負荷単位　1

便器負荷単位計　4ｘ2＝8＋洗面器　1＝9　→100A便器負荷単位計　4ｘ2＝8＋洗面器　1＝9　→100A便器負荷単位計　4ｘ2＝8＋洗面器　1＝9　→100A便器負荷単位計　4ｘ2＝8＋洗面器　1＝9　→100A便器負荷単位計　4ｘ2＝8＋洗面器　1＝9　→100A便器負荷単位計　4ｘ2＝8＋洗面器　1＝9　→100A便器負荷単位計　4ｘ2＝8＋洗面器　1＝9　→100A
女子便所、　便器、負荷単位4　洗面器負荷単位1　掃除流し負荷単位3女子便所、　便器、負荷単位4　洗面器負荷単位1　掃除流し負荷単位3女子便所、　便器、負荷単位4　洗面器負荷単位1　掃除流し負荷単位3女子便所、　便器、負荷単位4　洗面器負荷単位1　掃除流し負荷単位3女子便所、　便器、負荷単位4　洗面器負荷単位1　掃除流し負荷単位3女子便所、　便器、負荷単位4　洗面器負荷単位1　掃除流し負荷単位3女子便所、　便器、負荷単位4　洗面器負荷単位1　掃除流し負荷単位3

便器負荷単位計　4＋洗面器　1＋SK　3＝8　→100A便器負荷単位計　4＋洗面器　1＋SK　3＝8　→100A便器負荷単位計　4＋洗面器　1＋SK　3＝8　→100A便器負荷単位計　4＋洗面器　1＋SK　3＝8　→100A便器負荷単位計　4＋洗面器　1＋SK　3＝8　→100A便器負荷単位計　4＋洗面器　1＋SK　3＝8　→100A便器負荷単位計　4＋洗面器　1＋SK　3＝8　→100A
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鍵付とする。鍵付とする。鍵付とする。鍵付とする。鍵付とする。鍵付とする。鍵付とする。

本工事に　　　※　含む（水道事業者管理用以外の弁操作用）　　　・　含まない本工事に　　　※　含む（水道事業者管理用以外の弁操作用）　　　・　含まない本工事に　　　※　含む（水道事業者管理用以外の弁操作用）　　　・　含まない本工事に　　　※　含む（水道事業者管理用以外の弁操作用）　　　・　含まない本工事に　　　※　含む（水道事業者管理用以外の弁操作用）　　　・　含まない本工事に　　　※　含む（水道事業者管理用以外の弁操作用）　　　・　含まない本工事に　　　※　含む（水道事業者管理用以外の弁操作用）　　　・　含まない

(１)親メーター用　　※　水道事業者の指定品　　　・　標準図（機材５３）(１)親メーター用　　※　水道事業者の指定品　　　・　標準図（機材５３）(１)親メーター用　　※　水道事業者の指定品　　　・　標準図（機材５３）(１)親メーター用　　※　水道事業者の指定品　　　・　標準図（機材５３）(１)親メーター用　　※　水道事業者の指定品　　　・　標準図（機材５３）(１)親メーター用　　※　水道事業者の指定品　　　・　標準図（機材５３）(１)親メーター用　　※　水道事業者の指定品　　　・　標準図（機材５３）
(２)子メーター用　　※　標準図（機材５３）　　　・　水道事業者の指定品(２)子メーター用　　※　標準図（機材５３）　　　・　水道事業者の指定品(２)子メーター用　　※　標準図（機材５３）　　　・　水道事業者の指定品(２)子メーター用　　※　標準図（機材５３）　　　・　水道事業者の指定品(２)子メーター用　　※　標準図（機材５３）　　　・　水道事業者の指定品(２)子メーター用　　※　標準図（機材５３）　　　・　水道事業者の指定品(２)子メーター用　　※　標準図（機材５３）　　　・　水道事業者の指定品

水道加入金　　　・　要（　・　本工事　　　・　別途　）　　　・　不要水道加入金　　　・　要（　・　本工事　　　・　別途　）　　　・　不要水道加入金　　　・　要（　・　本工事　　　・　別途　）　　　・　不要水道加入金　　　・　要（　・　本工事　　　・　別途　）　　　・　不要水道加入金　　　・　要（　・　本工事　　　・　別途　）　　　・　不要水道加入金　　　・　要（　・　本工事　　　・　別途　）　　　・　不要水道加入金　　　・　要（　・　本工事　　　・　別途　）　　　・　不要

給水管の最小口径は20㎜とする。ただし，器具接続部分を除く。給水管の最小口径は20㎜とする。ただし，器具接続部分を除く。給水管の最小口径は20㎜とする。ただし，器具接続部分を除く。給水管の最小口径は20㎜とする。ただし，器具接続部分を除く。給水管の最小口径は20㎜とする。ただし，器具接続部分を除く。給水管の最小口径は20㎜とする。ただし，器具接続部分を除く。給水管の最小口径は20㎜とする。ただし，器具接続部分を除く。

・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）
・　ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）・　ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）・　ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）・　ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）・　ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）・　ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）・　ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）

(１)屋内汚水管(１)屋内汚水管(１)屋内汚水管(１)屋内汚水管(１)屋内汚水管(１)屋内汚水管(１)屋内汚水管

(３)屋外土中汚水，雑排水管(３)屋外土中汚水，雑排水管(３)屋外土中汚水，雑排水管(３)屋外土中汚水，雑排水管(３)屋外土中汚水，雑排水管(３)屋外土中汚水，雑排水管(３)屋外土中汚水，雑排水管

(２)屋内雑排水管(２)屋内雑排水管(２)屋内雑排水管(２)屋内雑排水管(２)屋内雑排水管(２)屋内雑排水管(２)屋内雑排水管

(４)土間配管用(４)土間配管用(４)土間配管用(４)土間配管用(４)土間配管用(４)土間配管用(４)土間配管用

１．量水器１．量水器１．量水器１．量水器１．量水器１．量水器１．量水器

２．量水器桝２．量水器桝２．量水器桝２．量水器桝２．量水器桝２．量水器桝２．量水器桝

３．配管材料３．配管材料３．配管材料３．配管材料３．配管材料３．配管材料３．配管材料

４．不凍水栓柱４．不凍水栓柱４．不凍水栓柱４．不凍水栓柱４．不凍水栓柱４．不凍水栓柱４．不凍水栓柱

５．壁埋込型散水栓ﾎﾞｯｸｽ５．壁埋込型散水栓ﾎﾞｯｸｽ５．壁埋込型散水栓ﾎﾞｯｸｽ５．壁埋込型散水栓ﾎﾞｯｸｽ５．壁埋込型散水栓ﾎﾞｯｸｽ５．壁埋込型散水栓ﾎﾞｯｸｽ５．壁埋込型散水栓ﾎﾞｯｸｽ

６．弁　類６．弁　類６．弁　類６．弁　類６．弁　類６．弁　類６．弁　類

７．給水栓７．給水栓７．給水栓７．給水栓７．給水栓７．給水栓７．給水栓

８．埋設深さ８．埋設深さ８．埋設深さ８．埋設深さ８．埋設深さ８．埋設深さ８．埋設深さ

９．保　温９．保　温９．保　温９．保　温９．保　温９．保　温９．保　温

10．埋設弁開閉用ハンドル10．埋設弁開閉用ハンドル10．埋設弁開閉用ハンドル10．埋設弁開閉用ハンドル10．埋設弁開閉用ハンドル10．埋設弁開閉用ハンドル10．埋設弁開閉用ハンドル

11．水道加入金等11．水道加入金等11．水道加入金等11．水道加入金等11．水道加入金等11．水道加入金等11．水道加入金等

12．その他12．その他12．その他12．その他12．その他12．その他12．その他

１．配管材料１．配管材料１．配管材料１．配管材料１．配管材料１．配管材料１．配管材料

衛生設備器具表衛生設備器具表衛生設備器具表衛生設備器具表衛生設備器具表衛生設備器具表衛生設備器具表

器　　具　　名器　　具　　名器　　具　　名器　　具　　名器　　具　　名器　　具　　名器　　具　　名

洋風大便器洋風大便器洋風大便器洋風大便器洋風大便器洋風大便器洋風大便器

小便器小便器小便器小便器小便器小便器小便器

洗面器洗面器洗面器洗面器洗面器洗面器洗面器

化粧鏡化粧鏡化粧鏡化粧鏡化粧鏡化粧鏡化粧鏡

掃除用流し掃除用流し掃除用流し掃除用流し掃除用流し掃除用流し掃除用流し

流し台流し台流し台流し台流し台流し台流し台

流し台水栓流し台水栓流し台水栓流し台水栓流し台水栓流し台水栓流し台水栓 LF-12-13LF-12-13LF-12-13LF-12-13LF-12-13LF-12-13LF-12-13

L=1050L=1050L=1050L=1050L=1050L=1050L=1050

S-200S-200S-200S-200S-200S-200S-200

KF-3545KF-3545KF-3545KF-3545KF-3545KF-3545KF-3545

L-132GL-132GL-132GL-132GL-132GL-132GL-132G

U-331RMU-331RMU-331RMU-331RMU-331RMU-331RMU-331RM

BC-110STUBC-110STUBC-110STUBC-110STUBC-110STUBC-110STUBC-110STU

品　　　番品　　　番品　　　番品　　　番品　　　番品　　　番品　　　番 付　　属　　品付　　属　　品付　　属　　品付　　属　　品付　　属　　品付　　属　　品付　　属　　品

UF-3JUF-3JUF-3JUF-3JUF-3JUF-3JUF-3J

LF-1　KF-24BLF-1　KF-24BLF-1　KF-24BLF-1　KF-24BLF-1　KF-24BLF-1　KF-24BLF-1　KF-24B

350ｘ450350ｘ450350ｘ450350ｘ450350ｘ450350ｘ450350ｘ450

LF-7K-19LF-7K-19LF-7K-19LF-7K-19LF-7K-19LF-7K-19LF-7K-19

樹脂製ワントラップ付属樹脂製ワントラップ付属樹脂製ワントラップ付属樹脂製ワントラップ付属樹脂製ワントラップ付属樹脂製ワントラップ付属樹脂製ワントラップ付属

自在水栓自在水栓自在水栓自在水栓自在水栓自在水栓自在水栓

金属製Pトラップ金属製Pトラップ金属製Pトラップ金属製Pトラップ金属製Pトラップ金属製Pトラップ金属製Pトラップ

接続は本工事接続は本工事接続は本工事接続は本工事接続は本工事接続は本工事接続は本工事
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・　排水用塩ビライニング鋼管・　排水用塩ビライニング鋼管・　排水用塩ビライニング鋼管・　排水用塩ビライニング鋼管・　排水用塩ビライニング鋼管・　排水用塩ビライニング鋼管・　排水用塩ビライニング鋼管
・　コーティング鋼管・　コーティング鋼管・　コーティング鋼管・　コーティング鋼管・　コーティング鋼管・　コーティング鋼管・　コーティング鋼管
・　メカニカル形排水鋳鉄管・　メカニカル形排水鋳鉄管・　メカニカル形排水鋳鉄管・　メカニカル形排水鋳鉄管・　メカニカル形排水鋳鉄管・　メカニカル形排水鋳鉄管・　メカニカル形排水鋳鉄管
・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）
・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）

・　コンクリート管（１種Ｂ形）・　コンクリート管（１種Ｂ形）・　コンクリート管（１種Ｂ形）・　コンクリート管（１種Ｂ形）・　コンクリート管（１種Ｂ形）・　コンクリート管（１種Ｂ形）・　コンクリート管（１種Ｂ形）
・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）
・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）
・　ビニル管（再生ＶＵ）・　ビニル管（再生ＶＵ）・　ビニル管（再生ＶＵ）・　ビニル管（再生ＶＵ）・　ビニル管（再生ＶＵ）・　ビニル管（再生ＶＵ）・　ビニル管（再生ＶＵ）

・　配管用炭素鋼鋼管（白）・　配管用炭素鋼鋼管（白）・　配管用炭素鋼鋼管（白）・　配管用炭素鋼鋼管（白）・　配管用炭素鋼鋼管（白）・　配管用炭素鋼鋼管（白）・　配管用炭素鋼鋼管（白）
・　排水用塩ビライニング鋼管（厨房用排水管）・　排水用塩ビライニング鋼管（厨房用排水管）・　排水用塩ビライニング鋼管（厨房用排水管）・　排水用塩ビライニング鋼管（厨房用排水管）・　排水用塩ビライニング鋼管（厨房用排水管）・　排水用塩ビライニング鋼管（厨房用排水管）・　排水用塩ビライニング鋼管（厨房用排水管）

・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）
・　排水用タールエポキシ塗装鋼管（厨房用排水管）・　排水用タールエポキシ塗装鋼管（厨房用排水管）・　排水用タールエポキシ塗装鋼管（厨房用排水管）・　排水用タールエポキシ塗装鋼管（厨房用排水管）・　排水用タールエポキシ塗装鋼管（厨房用排水管）・　排水用タールエポキシ塗装鋼管（厨房用排水管）・　排水用タールエポキシ塗装鋼管（厨房用排水管）

・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）

・　排水用塩ビライニング鋼管・　排水用塩ビライニング鋼管・　排水用塩ビライニング鋼管・　排水用塩ビライニング鋼管・　排水用塩ビライニング鋼管・　排水用塩ビライニング鋼管・　排水用塩ビライニング鋼管
・　コーティング鋼管・　コーティング鋼管・　コーティング鋼管・　コーティング鋼管・　コーティング鋼管・　コーティング鋼管・　コーティング鋼管
・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）・　ビニル管（ＶＵ）

(５)通気管(５)通気管(５)通気管(５)通気管(５)通気管(５)通気管(５)通気管

・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）・　ビニル管（ＶＰ）
・　排水用塩ビライニング鋼管・　排水用塩ビライニング鋼管・　排水用塩ビライニング鋼管・　排水用塩ビライニング鋼管・　排水用塩ビライニング鋼管・　排水用塩ビライニング鋼管・　排水用塩ビライニング鋼管
・　配管用炭素鋼鋼管（白）・　配管用炭素鋼鋼管（白）・　配管用炭素鋼鋼管（白）・　配管用炭素鋼鋼管（白）・　配管用炭素鋼鋼管（白）・　配管用炭素鋼鋼管（白）・　配管用炭素鋼鋼管（白）

化粧ケーシング（　・　アルミ合金製　　・　合成樹脂製　）　・　地下型ポップアップ式化粧ケーシング（　・　アルミ合金製　　・　合成樹脂製　）　・　地下型ポップアップ式化粧ケーシング（　・　アルミ合金製　　・　合成樹脂製　）　・　地下型ポップアップ式化粧ケーシング（　・　アルミ合金製　　・　合成樹脂製　）　・　地下型ポップアップ式化粧ケーシング（　・　アルミ合金製　　・　合成樹脂製　）　・　地下型ポップアップ式化粧ケーシング（　・　アルミ合金製　　・　合成樹脂製　）　・　地下型ポップアップ式化粧ケーシング（　・　アルミ合金製　　・　合成樹脂製　）　・　地下型ポップアップ式

(１)水道直結部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ　　・　水道事業所の規定による　　Ｋ(１)水道直結部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ　　・　水道事業所の規定による　　Ｋ(１)水道直結部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ　　・　水道事業所の規定による　　Ｋ(１)水道直結部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ　　・　水道事業所の規定による　　Ｋ(１)水道直結部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ　　・　水道事業所の規定による　　Ｋ(１)水道直結部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ　　・　水道事業所の規定による　　Ｋ(１)水道直結部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ　　・　水道事業所の規定による　　Ｋ

(２)その他の部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ(２)その他の部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ(２)その他の部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ(２)その他の部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ(２)その他の部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ(２)その他の部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ(２)その他の部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

(１)屋内（　※　一般水栓　・　耐寒水栓　）　　　　　(２)屋外（　※　耐寒水栓　・　一般水栓　）(１)屋内（　※　一般水栓　・　耐寒水栓　）　　　　　(２)屋外（　※　耐寒水栓　・　一般水栓　）(１)屋内（　※　一般水栓　・　耐寒水栓　）　　　　　(２)屋外（　※　耐寒水栓　・　一般水栓　）(１)屋内（　※　一般水栓　・　耐寒水栓　）　　　　　(２)屋外（　※　耐寒水栓　・　一般水栓　）(１)屋内（　※　一般水栓　・　耐寒水栓　）　　　　　(２)屋外（　※　耐寒水栓　・　一般水栓　）(１)屋内（　※　一般水栓　・　耐寒水栓　）　　　　　(２)屋外（　※　耐寒水栓　・　一般水栓　）(１)屋内（　※　一般水栓　・　耐寒水栓　）　　　　　(２)屋外（　※　耐寒水栓　・　一般水栓　）

(１)一般敷地内（　０．６０　ｍ以上）　　　　　　　(２)敷地内車両道路（　０．６　ｍ以上）(１)一般敷地内（　０．６０　ｍ以上）　　　　　　　(２)敷地内車両道路（　０．６　ｍ以上）(１)一般敷地内（　０．６０　ｍ以上）　　　　　　　(２)敷地内車両道路（　０．６　ｍ以上）(１)一般敷地内（　０．６０　ｍ以上）　　　　　　　(２)敷地内車両道路（　０．６　ｍ以上）(１)一般敷地内（　０．６０　ｍ以上）　　　　　　　(２)敷地内車両道路（　０．６　ｍ以上）(１)一般敷地内（　０．６０　ｍ以上）　　　　　　　(２)敷地内車両道路（　０．６　ｍ以上）(１)一般敷地内（　０．６０　ｍ以上）　　　　　　　(２)敷地内車両道路（　０．６　ｍ以上）
(３)公道部分（　※　水道事業者及び道路管理者規定による　）(３)公道部分（　※　水道事業者及び道路管理者規定による　）(３)公道部分（　※　水道事業者及び道路管理者規定による　）(３)公道部分（　※　水道事業者及び道路管理者規定による　）(３)公道部分（　※　水道事業者及び道路管理者規定による　）(３)公道部分（　※　水道事業者及び道路管理者規定による　）(３)公道部分（　※　水道事業者及び道路管理者規定による　）

(１)量水器桝内の保温を行う。(１)量水器桝内の保温を行う。(１)量水器桝内の保温を行う。(１)量水器桝内の保温を行う。(１)量水器桝内の保温を行う。(１)量水器桝内の保温を行う。(１)量水器桝内の保温を行う。

　　　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　）　

(１)親メーター　　　※　措用　　　・　買取り　　(２)子メーターは　　　※　買取り(１)親メーター　　　※　措用　　　・　買取り　　(２)子メーターは　　　※　買取り(１)親メーター　　　※　措用　　　・　買取り　　(２)子メーターは　　　※　買取り(１)親メーター　　　※　措用　　　・　買取り　　(２)子メーターは　　　※　買取り(１)親メーター　　　※　措用　　　・　買取り　　(２)子メーターは　　　※　買取り(１)親メーター　　　※　措用　　　・　買取り　　(２)子メーターは　　　※　買取り(１)親メーター　　　※　措用　　　・　買取り　　(２)子メーターは　　　※　買取り

(１)一般用　(１)一般用　(１)一般用　(１)一般用　(１)一般用　(１)一般用　(１)一般用　

・　ステンレス鋼管（拡管）・　ステンレス鋼管（拡管）・　ステンレス鋼管（拡管）・　ステンレス鋼管（拡管）・　ステンレス鋼管（拡管）・　ステンレス鋼管（拡管）・　ステンレス鋼管（拡管）
・　塩ビライニング鋼管　　（・ＶＡ　・ＶＢ）・　塩ビライニング鋼管　　（・ＶＡ　・ＶＢ）・　塩ビライニング鋼管　　（・ＶＡ　・ＶＢ）・　塩ビライニング鋼管　　（・ＶＡ　・ＶＢ）・　塩ビライニング鋼管　　（・ＶＡ　・ＶＢ）・　塩ビライニング鋼管　　（・ＶＡ　・ＶＢ）・　塩ビライニング鋼管　　（・ＶＡ　・ＶＢ）

(３)屋外土中用(３)屋外土中用(３)屋外土中用(３)屋外土中用(３)屋外土中用(３)屋外土中用(３)屋外土中用

・　ポリ粉体ライニング鋼管（・ＰＡ　・ＰＢ）・　ポリ粉体ライニング鋼管（・ＰＡ　・ＰＢ）・　ポリ粉体ライニング鋼管（・ＰＡ　・ＰＢ）・　ポリ粉体ライニング鋼管（・ＰＡ　・ＰＢ）・　ポリ粉体ライニング鋼管（・ＰＡ　・ＰＢ）・　ポリ粉体ライニング鋼管（・ＰＡ　・ＰＢ）・　ポリ粉体ライニング鋼管（・ＰＡ　・ＰＢ）

(２)土間配管用（厨房，浴室等のシンダー内含む）　　(２)土間配管用（厨房，浴室等のシンダー内含む）　　(２)土間配管用（厨房，浴室等のシンダー内含む）　　(２)土間配管用（厨房，浴室等のシンダー内含む）　　(２)土間配管用（厨房，浴室等のシンダー内含む）　　(２)土間配管用（厨房，浴室等のシンダー内含む）　　(２)土間配管用（厨房，浴室等のシンダー内含む）　　

・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６拡管）・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６拡管）・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６拡管）・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６拡管）・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６拡管）・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６拡管）・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６拡管）
・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）
・　ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）・　ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）・　ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）・　ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）・　ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）・　ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）・　ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）
・　ビニル管（ＪＩＳ　Ｋ　6742）　（ＶＰ）・　ビニル管（ＪＩＳ　Ｋ　6742）　（ＶＰ）・　ビニル管（ＪＩＳ　Ｋ　6742）　（ＶＰ）・　ビニル管（ＪＩＳ　Ｋ　6742）　（ＶＰ）・　ビニル管（ＪＩＳ　Ｋ　6742）　（ＶＰ）・　ビニル管（ＪＩＳ　Ｋ　6742）　（ＶＰ）・　ビニル管（ＪＩＳ　Ｋ　6742）　（ＶＰ）
・　　〃　　（ＨＩＶＰ）・　　〃　　（ＨＩＶＰ）・　　〃　　（ＨＩＶＰ）・　　〃　　（ＨＩＶＰ）・　　〃　　（ＨＩＶＰ）・　　〃　　（ＨＩＶＰ）・　　〃　　（ＨＩＶＰ）
・　ポリエチレン管・　ポリエチレン管・　ポリエチレン管・　ポリエチレン管・　ポリエチレン管・　ポリエチレン管・　ポリエチレン管
・　水道用ゴム輪形硬質塩化ビニル管・　水道用ゴム輪形硬質塩化ビニル管・　水道用ゴム輪形硬質塩化ビニル管・　水道用ゴム輪形硬質塩化ビニル管・　水道用ゴム輪形硬質塩化ビニル管・　水道用ゴム輪形硬質塩化ビニル管・　水道用ゴム輪形硬質塩化ビニル管

4444444 2222222 2222222DT-150U,CF22H,普通便座DT-150U,CF22H,普通便座DT-150U,CF22H,普通便座DT-150U,CF22H,普通便座DT-150U,CF22H,普通便座DT-150U,CF22H,普通便座DT-150U,CF22H,普通便座

2222222

2222222 2222222

2222222 22222224444444

4444444

2222222

電気パネルヒーター電気パネルヒーター電気パネルヒーター電気パネルヒーター電気パネルヒーター電気パネルヒーター電気パネルヒーター 壁掛け　1Φ200Ｖ　1.0Ｋｗ壁掛け　1Φ200Ｖ　1.0Ｋｗ壁掛け　1Φ200Ｖ　1.0Ｋｗ壁掛け　1Φ200Ｖ　1.0Ｋｗ壁掛け　1Φ200Ｖ　1.0Ｋｗ壁掛け　1Φ200Ｖ　1.0Ｋｗ壁掛け　1Φ200Ｖ　1.0Ｋｗ 2222222 1111111 1111111

散水栓散水栓散水栓散水栓散水栓散水栓散水栓 伸縮式散水栓伸縮式散水栓伸縮式散水栓伸縮式散水栓伸縮式散水栓伸縮式散水栓伸縮式散水栓 BOX付BOX付BOX付BOX付BOX付BOX付BOX付 1111111 1111111浄化槽維持管理用浄化槽維持管理用浄化槽維持管理用浄化槽維持管理用浄化槽維持管理用浄化槽維持管理用浄化槽維持管理用 浄化槽維持管理用浄化槽維持管理用浄化槽維持管理用浄化槽維持管理用浄化槽維持管理用浄化槽維持管理用浄化槽維持管理用

第二敷地機器表・凡例第二敷地機器表・凡例第二敷地機器表・凡例第二敷地機器表・凡例第二敷地機器表・凡例第二敷地機器表・凡例第二敷地機器表・凡例

6666666

6666666

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二の2敷地仮設施設整備工事岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二の2敷地仮設施設整備工事岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二の2敷地仮設施設整備工事岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二の2敷地仮設施設整備工事岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二の2敷地仮設施設整備工事岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二の2敷地仮設施設整備工事岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二の2敷地仮設施設整備工事
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工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第２１７２３５号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社

東京事業所　一級建築士事務所
菅沼

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

Ｘ１

Ｙ
１

Ｙ
２

Ｙ
３

Ｙ
４

Ｙ
５

Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８
Ｘ２

Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５Ｘ９ Ｘ１９ Ｘ２０ Ｘ２１ Ｘ２２ Ｘ２３ Ｘ２４ Ｘ２５
Ｘ１７

Ｘ１６ Ｘ１８

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事

（幸和自動車） （アイアン車体） （幸進）

【Ｅ棟】　平面図

　【Ｅ棟】平面図　

自動車修理工場１ 自動車修理工場２ 自動車修理工場３
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工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第２１７２３５号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社

東京事業所　一級建築士事務所
菅沼

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

Ｘ１
Ｘ２

Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５ Ｘ１６
Ｘ１７

Ｘ１８ Ｘ１９ Ｘ２０ Ｘ２１ Ｘ２２ Ｘ２３ Ｘ２４ Ｘ２５ Ｘ２６ Ｘ２７

Ｙ
１

Ｙ
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Ｙ
３

Ｙ
４

Ｙ
５

ＳＫ

女子便所

男子便所

【Ｆ棟】　平面図岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事

（加賀自動車）

（中里輪店）

　【Ｆ棟】平面図　　

自動車修理工場

作業場

（二本松石油店）
店舗

1800 1800 1800 1800 1800 1800 1800 1800 1800 1800 1800 1800 1800 1800 900 900 1800 1800 1800 1800 1800 1800 1800937.5

13537.5 13500 13500

44175

1
8
3
7
.
5

1
8
0
0

1
8
0
0
1
8
3
7
.
5

7
2
7
5

2012. 2.20 1/150

止水栓30

流し台 W1050

排水ピット 450x450(格子蓋付)

自在水栓

自在水栓

自在水栓

量水器13
MT13

量水器13
MT13

量水器13
MT13

5
0

7
5

5
0

7
5

5
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

100 100 100 100 100 100

1
0
0

25
30

25 25

COA80

COA50

COA50

COA100

100

7
5

1
0
0

1
0
0

2
0

50

65

量水器20
MT20

浄化槽

100 100

1
0
0

7
5

E棟より

M M M M



工事名称 図面名称

縮尺 図面番号営業担当 設計者

内田

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社

東京事業所　一級建築士事務所
菅沼

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第一敷地　仮設施設整備工事 【Ｉ棟】　平面図

・　　　　　：流し台Ｗ１０５０を示す

・　　　　　：排水ピット４５０×４５０（格子蓋付）を示す
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Ｘ１ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５Ｘ９ Ｘ１６ Ｘ１８Ｘ１７Ｘ２ Ｘ１９

　【Ｉ棟】平面図　　

（スーパーみずかみ）
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工事名称 図面名称

縮尺 図面番号営業担当 設計者

内田

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社

東京事業所　一級建築士事務所
菅沼

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

【Ｋ棟】　平面図岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事
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　【Ｋ棟】平面図　　

店舗１

（ＭＡＺ三陸）
店舗２

（岩崎商店）

・　　　　　：流し台Ｗ１０５０を示す

・　　　　　：排水ピット４５０×４５０（格子蓋付）を示す
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工事名称図面名称

縮尺図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当設計者

内田
一級建築士登録番号第２１７２３５号

日付 御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

　　

変　更日　付担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼Ｎ，Ｓ

意匠構造

小西

設備

頴川・中村２０１２．０２．２０Ｅ－０２

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事照明器具姿図図

FBK-20601N-LS17+ET-20601

●LEM-022009（W）×1

●寸法：209×232×35

●本体：樹脂（オフホワイト） 質量：1.0kg

●平常時：LEDモジュール1灯点灯

●非常時：LEDモジュール1灯点灯
◆避難口誘導灯片面　Ｂ級　壁・天井直付形

FT-22305
●FL20W×2

●寸法：幅160×613×高60

●本体：SGC t0.4

●反射板：CGC t0.35 白
●質量：1.5kg

◆逆富士

IEM-13821M

●JB13W×1

●寸法：径φ154×高71

●本体：SGC t0.6

●反射板：アルミ t1.0 アルミ銀色鏡面

●カバー：SPC t0.6 ソフトホワイト

●ニカド電池使用

●質量：0.9kg

◆非常灯　低天井用　直付

IEM-30821M

●JB30W×1

●寸法：径φ154×高71

●本体：SGC t0.6

●反射板：アルミ t1.0 アルミ銀色鏡面

●カバー：SPC t0.6 ソフトホワイト

●ニカド電池使用

●質量：1.1kg

◆非常灯　低天井用　直付

FT-21856NK

●FL20W×1
●寸法:幅130×670×出135

●本体：CGC t0.6 白
●反射板：CGC t0.4 白

●カバー：アクリル t1.8 乳白
●質量：2.1kg

◆防湿・防雨形　ブラケット

ＡＦＬ２０Ｗ－２ＢＦＨＦ３２Ｗ－２防雨型 ＣＦＬ２０Ｗ－１ Ｄ

ＥＦ ハロゲン１３Ｗ

非常用照明器具
ＢＴ内臓

Ｇ ハロゲン３０Ｗ

非常用照明器具
ＢＴ内臓

Ｈ

避難口誘導灯
ＢＴ内臓

FK-21510P-GL1

●蛍光灯 20W1灯

●寸法:幅95×678×高89

●灯体：鋼板 青緑色

●グローブ：アクリル樹脂

●100V安定器内蔵

◆防雨形　防犯灯

Ｉ防雨型 ＦＬ２０Ｗ－１（防犯灯）ＪＥＦＤ１５Ｗ－１（Ｅ２６）

BFG13529Z

●ネオボールZリアルプライドA形　15W形（E26）〈電球色〉

●アクリル（クリヤー、フロスト風仕上）

●プラスチック（クロームメッキ）

●径φ165　高190　質量：0.4kg

●消費電力10W

◆小形シーリングライト

ＦＨＦ３２Ｗ－１

FBK-10601N-LS17+ET-10601

●LEM-012009（W）×1

●寸法：140×162×35

●本体：樹脂（オフホワイト） 質量：0.6kg

●平常時：LEDモジュール1灯点灯

●非常時：LEDモジュール1灯点灯
◆避難口誘導灯片面　C級　壁・天井直付形

ＬＥＤランプ（Ｃ級１０形）

避難口誘導灯
ＢＴ内臓

ＬＥＤランプ（Ｂ級ＢＬ形）

内 非

内 非

内 非

ＫＦＨＦ３２Ｗ－２

ＦＨＴ－４２１０７ＭＫ

●ＦＨＦ３２Ｗ×２

●寸法：幅１５０×１２２７×高７９

●本体：ＣＧＣ　ｔ０．３５　白

●反射笠：ＣＧＣ　ｔ０．３５　白　高反射

●質量：２ｋｇ

◆反射笠付

FHT-42307N

●FHF32W×2

●寸法：幅160×1231×高60

●本体：SGC t0.4

●反射板：CGC t0.35 白

●連結ガイド付

●質量：2.5kg

◆逆富士

●FHF32W×2

●寸法：幅160×1231×高60

●本体：SGC t0.4

●反射板：CGC t0.35 白

●連結ガイド付

●質量：2.5kg

◆逆富士

Ｂ´ＦＨＦ３２Ｗ－２

ＢＢ´初期照度補正型

Ｃ´ＦＨＦ３２Ｗ－１

ＢＢ´初期照度補正型

FHT-42307N-PK9FHT-41307N-PK9

●質量：２ｋｇ
●連結ガイド付
●反射板：ＣＧＣ　ｔ０．３５　白　

●本体：ＳＧＣ　ｔ０．４
●寸法：幅１００×１２３１×高８５
●ＦＨＦ３２Ｗ×１

◆逆富士
●質量：２ｋｇ
●連結ガイド付

●ＦＨＦ３２Ｗ×１

◆逆富士

●寸法：幅１００×１２３１×高８５

●反射板：ＣＧＣ　ｔ０．３５　白　

●本体：ＳＧＣ　ｔ０．４

FHT-41307N

防水型 ＪＥ　３０Ｗｘ１

非常用照明器具

ＩＥＭ－１３８２１Ｍ

ＪＥ　０９ｗｘ１

ＪＥ　１３Ｗｘ１

１６．８

７．５

直線配置

単体配置

直線配置

配光範囲はメーカーカタログより抜粋。 ※

設置高さ

単体配置

１２．４

－

４．０ｍ

非常照明配光範囲

◎照明器具姿図

電池内蔵型・建築基準法適合品

※特記なき型番は東芝ライテック製とする。

ＩＥＭ－３０８２１Ｍ

ＩＥＭ－０９８２１Ｍ

Ｆ

Ｆ

Ｅ

Ｅ

４．５ｍ

１０．２

１８．２

８．１

１３．８

６．３

１１．２

４．２

３．０ｍ３．５ｍ

１２．２

２．０

１５．４

６．９

－



工事名称図面名称

縮尺図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当設計者

内田
一級建築士登録番号第２１７２３５号

日付 御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

　　

変　更日　付担　当

郡リース株式会社
東京事業所　一級建築士事務所

菅沼１／２００

意匠構造

小西

設備

頴川・中村２０１２．０２．２０Ｅ－０３

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第二敷地　仮設施設整備工事【Ｅ・Ｆ棟】　電気設備平面図

１８００１８００１８００１８００１８００１８００１８００１８００１８００１８００１８００１８００１８００１８００９００９００１８００１８００１８００１８００１８００１８００１８００１８００１８３７．５ ９３７．５
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Ｋ

Ｘ１
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Ｘ３Ｘ４Ｘ５Ｘ６Ｘ７Ｘ８Ｘ９Ｘ１０Ｘ１１Ｘ１２Ｘ１３Ｘ１４Ｘ１５Ｘ１６
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Ｙ
１

Ｙ
２

Ｙ
３

Ｙ
４

Ｙ
５

女子便所

男子便所

ＣＨ＝３５００

（加賀自動車）（中里輪店）

　【Ｆ棟】平面図　　

自動車修理工場作業場
（二本松石油店）

店舗

Ｘ１

Ｙ
１

Ｙ
２

Ｙ
３

Ｙ
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Ｙ
５

Ｘ３Ｘ４Ｘ５Ｘ６Ｘ７Ｘ８

Ｘ２

Ｘ１０Ｘ１１Ｘ１２Ｘ１３Ｘ１４Ｘ１５ Ｘ９Ｘ１９Ｘ２０Ｘ２１Ｘ２２Ｘ２３Ｘ２４Ｘ２５

Ｘ１７

Ｘ１６Ｘ１８

ＣＨ＝４５００

（幸和自動車）（アイアン車体）（幸進）

　【Ｅ棟】平面図　

自動車修理工場１自動車修理工場２自動車修理工場３

庇ライン庇ライン庇ライン

庇ライン

庇ライン
縦樋縦樋縦樋縦樋縦樋

異種用途区画

庇ライン庇ライン庇ライン

縦樋縦樋縦樋縦樋縦樋

は　ブレース　を示す

凡 例

は 給気口を示す
（１００φ､フード:深型防虫網付）

※　火気は各室とも使用しないこととする

は 天井付換気扇を示す

（一般換気用､フード:深型防虫網付）

（２４時間換気用､フード:深型防虫網付）

は 壁付換気扇を示す
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電灯盤図（Ｌ－１）
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コンセント位置未定
１相３線100/200V

３相３線200V

Ｆ棟幹線系統図
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３相３線200V

Ｅ棟幹線系統図
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Ｂ

Ａ

Ｇ
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Ｇ

Ｆ

Ｇ

Ｄ
Ｅ

Ｄ
Ｅ

Ｄ
Ｅ

Ｊ　＊５台

Ｄ　＊１台

Ａ　＊２台

Ｃ´＊２台

電気凡例

3､

テレビユニットの取付高さ

2､立上げ、立下げ配線は、ﾌﾟﾗﾓｰﾙにて施工とする。

スイッチの取付高さ

コンセントの取付高さ

配線器具取付高さ

FL＋300

FL＋300

FL＋300

GL＋1000

FL＋1,300

VVF1.6-3C

VVF1.6-2C

VVF2.0-2C

VVF2.0-3C

VVF1.6-2C＋VVF1.6-2C

VVF1.6-2C＋VVF1.6-3C

＋VVF1.6-3C

特記なき配線は下記による。 1､

VVF1.6-3C

TEL0.65-2P

S-5C-FB

電話ﾓｼﾞｭﾗｰの取付高さ

給水ﾋｰﾀｰ用ｺﾝｾﾝﾄ取付高さ

ABC粉末消火器（A-3・B-7・10型）

収納露出ﾎﾞｯｸｽ

消火器
ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶ５．５ Ｅ２．０ ＶＥ（２２）ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）

ＣＶＴ１４×３条＋８×１条  ＶＥ（７０）

ＣＶ５．５－３Ｃ×２条  ＶＥ（３６）

WhWhWh

Ｓ

ｹｰｽﾌﾞﾚｰｶｰ30A

WhWh

60A50A60A40A

Ｓ

ｹｰｽﾌﾞﾚｰｶｰ30A

Wh

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶ５．５ Ｅ２．０ ＶＥ（２２）

屋外

Ｉ＊　３台

Ｆ＊　２台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

便所

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）ＣＶＴ３８ Ｅ１４ ＶＥ（５４） ＣＶＴ２２ Ｅ５・５ ＶＥ（３６）ＣＶ５．５－３Ｃ Ｅ２．０ ＶＥ（２８）

ＣＶＴ１４×２条＋３８×１条＋５．５×１条  ＶＥ（７０）

ＣＶＴ２２×２条＋３８×１条  ＶＥ（７０）

WhWhWh

Ｓ

手元開閉器盤100A

WhWh

50A100A60A30A

Ｓ

Wh

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ３８ Ｅ１４ ＶＥ（７０）

Ｓ

Wh

手元開閉器盤100A 手元開閉器盤200A

ＣＶＴ３８ Ｅ１４ ＶＥ（５４）

Ｋ＊２１台

Ｆ＊　１台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

Ｋ＊２１台

Ｆ＊　１台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

Ｋ＊２１台

Ｆ＊　１台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台
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Ｉ＊　３台

Ｂ´＊１８台

Ｆ＊　２台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

Ｂ´＊１８台

Ｆ＊　２台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

Ｂ´＊１８台

（二本松石油店）（加賀自動車）（中里輪店）（共用盤）
店　舗自動車修理工場作業場共用電灯

（幸和自動車）（アイアン車体）（幸　進）（共用盤）
自動車修理工場２共用電灯 自動車修理工場３ 自動車修理工場１
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３

４

誘

４
共用

１
共用

２
共用

３
共用

６
共用

７
共用

5C

５
共用

非
共用

誘

３

２

４

１

非
共用

5C

TEL

TEL

5C

１

１

誘

２

TEL

３

5C

４

２

３

４

誘 TEL

5C
２

共用

１
共用

２４ｈ ２４ｈ

２４ｈ

２４ｈ

２４ｈ

２４ｈ

２４ｈ

消 消 消
非常警報設備

消

非常警報設備
消 消

R:6900

CH3500

R:8100

CH4500



P,BOX300x200WP

電源供給分岐点

キュービクルより
別途工事区分

出入口ＳＷへ出入口ＳＷへ出入口ＳＷへ
出入口ＳＷへ

屋外

Ｄ＊　１台

売場

Ｂ́ ＊４５台

Ｉ＊　２台Ｆ　＊　５台

Ｈ　＊　１台

Ｈ́ ＊　５台

下処理室２

Ｂ́ ＊　４台

Ｅ　＊　１台

下処理室１

Ｂ́ ＊　４台

Ｅ　＊　１台

事務室

Ｂ́ ＊　２台

Ｅ　＊　１台

電気凡例

3､

テレビユニットの取付高さ

2､立上げ、立下げ配線は、ﾌﾟﾗﾓｰﾙにて施工とする。

スイッチの取付高さ

コンセントの取付高さ

配線器具取付高さ

FL＋300

FL＋300

FL＋300

GL＋1000

FL＋1,300

VVF1.6-3C

VVF1.6-2C

VVF2.0-2C

VVF2.0-3C

VVF1.6-2C ＋ VVF1.6-2C

VVF1.6-2C ＋ VVF1.6-3C

＋ VVF1.6-3C

特記なき配線は下記による。1､

VVF1.6-3C

TEL0.65-2P

S-5C-FB

電話ﾓｼﾞｭﾗｰの取付高さ

給水ﾋｰﾀｰ用ｺﾝｾﾝﾄ取付高さ

ABC粉末消火器（A-3・B-7・10型）

収納露出ﾎﾞｯｸｽ

消火器

※電力引込工事については、別途工事とする。

　（入居者様による自家用申込み）

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶ５．５－３Ｃ Ｅ２．０ ＶＥ（２２）

ＣＶＴ１４×４条＋８×１条  ＶＥ（７０）

Wh Wh Wh

60A 60A 30A

100A 30A

ＣＶ５．５ Ｅ２．０ ＰＦ（２２）

ＣＶＴ３８Ｅ１４  ＰＦ（５４）
（本工事）

（本工事）

Wh

40A

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）

Wh

50A

屋外

Ｉ＊　１台

Ｂ＊　９台

Ｆ＊　１台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

Ｂ＊　９台

Ｆ＊　１台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

Ｂ＊　９台

Ｆ＊　１台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

Ｂ＊　９台

Ｆ＊　１台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

2

H300

2

H300

2

H300

2

H1300

2

H1300

2 H1300

2

H1300

天井ｺﾝｾﾝﾄ

天井ｺﾝｾﾝﾄ

2
H1300

2

2

H1300

H1300

2 H300 2

H1300

2

2

H1300

30Ｗ 30Ｗ

30Ｗ

30Ｗ

30Ｗ

13Ｗ

13Ｗ

13Ｗ

60A

テレビアンテナ

テレビ盤

電話端子盤
屋外用Ｂ級

3
3
3

3
3
3

3
3
3

3
3
3

換気用 換気用 換気用

換気用

換気用

H1300

2E（抜け止め）

2E（抜け止め）

防犯灯 防犯灯

防犯灯

2

WP

Wh

60A

Wh

40A

Wh

60A

Wh

50A

Ｃ級 Ｃ級 Ｃ級 Ｃ級

テレビアンテナ

テレビ盤

電話端子盤

共用 Wh

イ

イ

イロ

ロ

ロハ

ハ

ハ ハ

ハ

ハ

ロ

ロ

ロ

イ

イ

イ

イイ

イ イ

ロ

ロ

ロ

ハ ハ

イイイイイ

イ イ イ

ロ ロ ロ

ロロロ

ハハハハ

ハ ハ ハ ハ

ニニニニ

ニ ニ ニ ニ

ホホホホホ

ホ ホ ホ ホ

ヘヘヘ

ヘ ヘ ヘ

イ～ヘイ～ト
ト

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

30Ｗ 30Ｗ 30Ｗ

換気用
換気用

換気用 換気用

2

2
ハハ

30Ｗ

イ イ イ

イイ

ロ

5C

5CTEL

TEL

誘

２
屋外用

１
屋外用

１
２３

４

10

５

６

７

８

９

ﾚｼﾞ

５Ｃ

ＴＥＬ

TEL 5C

１

２

３

４

誘 誘

２

5C

TEL
３

４

１

誘 誘

TEL ３

４

5C

１

２

３

TEL

４

5C

１
共用

非
共用

２
共用

２

5C

１

消

消

消

非常警報設備 消

R:6
500

CH3
300

R:3
500

CH3
300

R:5
700

CH2
700



電気凡例

3､

テレビユニットの取付高さ

2､立上げ、立下げ配線は、ﾌﾟﾗﾓｰﾙにて施工とする。

スイッチの取付高さ

コンセントの取付高さ

配線器具取付高さ

FL＋300

FL＋300

FL＋300

GL＋1000

FL＋1,300

VVF1.6-3C

VVF1.6-2C

VVF2.0-2C

VVF2.0-3C

VVF1.6-2C ＋ VVF1.6-2C

VVF1.6-2C ＋ VVF1.6-3C

＋ VVF1.6-3C

特記なき配線は下記による。1､

VVF1.6-3C

TEL0.65-2P

S-5C-FB

電話ﾓｼﾞｭﾗｰの取付高さ

給水ﾋｰﾀｰ用ｺﾝｾﾝﾄ取付高さ

ABC粉末消火器（A-3・B-7・10型）

収納露出ﾎﾞｯｸｽ

消火器

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶ５．５－３Ｃ Ｅ２．０ ＶＥ（２２）

ＣＶＴ１４×２条＋８×１条  ＶＥ（５４）

Wh Wh

40A 30A

Wh

50A

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）

ＣＶＴ１４×３条＋８×１条  ＶＥ（７０）

ＣＶＴ１４×１条＋ＣＶ８－３Ｃ×１条  ＶＥ（５４）

Wh WhWh Wh

40A 50A40A 40A

Ｓ

ｹｰｽﾌﾞﾚｰｶｰ50A

Wh Wh

ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）ＣＶＴ１４ Ｅ５．５ ＶＥ（２８） ＣＶＴ８ Ｅ５．５ ＶＥ（２８）

ＣＶ８－４ＣＰＦ（２２）×２

地中埋設配管

Ｂ＊　９台

Ｆ＊　１台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

Ｂ＊　９台

Ｆ＊　１台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

Ｂ＊　９台

Ｆ＊　１台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

Ｂ＊　９台

Ｆ＊　１台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

便所

Ｃ＊　２台

Ｊ＊　５台

Ａ＊　２台

Ｄ＊　１台

屋外

Ｉ＊　１台

屋外

Ｉ＊　１台

Ｂ＊１８台

Ｆ＊　２台

Ｇ＊　１台

Ｄ＊　１台

2

WP

Wh

50A

Wh

40A

3
3
3

3
3
3

Ｃ級 Ｃ級

換気用 換気用

30Ｗ 30Ｗ 30Ｗ

2

2

22

2

2

防犯灯

テレビアンテナ

テレビ盤

電話端子盤

共用Wh
2 2

3

3

ETET

ETET

換気用

換気用

2ET

2ET

Wh

共用

防犯灯

Wh

40A

Wh

40A

Wh

50A

テレビアンテナ

Ｓ

ｹｰｽﾌﾞﾚｰｶｰ50A

Wh

Wh

共用

電話端子盤

Ｃ級 Ｃ級 Ｃ級

30Ｗ 30Ｗ 30Ｗ

イ

イ

イ イ

イ

イ ロ

ロ

ロ ロ

ロ

ロ ハ

ハ

ハ ハ

ハ

ハ ハ

ハ

ハ

ロ

ロ

ロ イ

イ

イ

イ イ

イ イ

イイ

イ

イ

イ

ロ

ロ

ロロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ハ

ハ

ハ ハ

ハ

ハ ハ

ハ

ハ

換気用
換気用

換気用

2

2

2

2

2

2

2

５Ｃ

ＴＥＬ

5C ２

４

TEL

３

１

２
共用

１
共用

非
共用

誘

誘

２

１

３

４

TEL

5C

5C

5C

非 共用
５

共用

１
共用

２
共用

３
共用

４
共用

誘 誘 誘

１ １ １

２5C
TEL

３

４

5C TEL
４

２
３

TEL

5C

２

４

３

消

非常警報設備消

消消 非常警報設備

R:5
700

CH2
700

R:5
700

CH2
700







工事名称 図面名称

縮尺 図面番号

斉　藤　宇　達

営業担当 設計者

内田
一級建築士登録番号第２１７２３５号

日付御承認印

訂　正　事　項

　　・　　

　　・　　

　　・　　

  

変　更 日　付 担　当

郡リース株式会社

東京事業所　一級建築士事務所
菅沼

意匠 構造

小西

設備

頴川・中村

【Ｈ棟】　平面図

・　　　　　：流し台Ｗ１０５０を示す

・　　　　　：排水ピット４５０×４５０（格子蓋付）を示す

岩手県釜石市鵜住居町神ノ沢第三敷地　仮設施設整備工事

　【Ｈ棟】平面図　　

（菊池政太郎商店）

ＳＫ

女子便所

男子便所

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５ Ｘ１６ Ｘ１７ Ｘ１８ Ｘ１９
Ｘ１１

Ｘ１０Ｘ９

（高木鉄工所）

工場１ 工場２

900 1800 1800 1800 1800 1800 18001800 1800 1800 1800 1800 1800 900 1837.5180018001837.5

3637.5 13500 13537.5

30675

2012. 2.20 1/150

COA80

COA50

COA50

COA100

量水器20
MT20

1
0
0

2
0

量水器13
MT13

量水器13
MT13

自在水栓 自在水栓

100 100 100

1
0
0

5
0

7
5

5
0

7
5

65

50

7
5

7
5

20

M MM

7
2
7
5

1
8
3
7
.
5

1
8
0
0

1
8
0
0

1
8
3
7
.
5

50

浄化槽

1
0
0

1
0
0

M棟より

Ｙ
５

Ｙ
４

Ｙ
３

Ｙ
２

Ｙ
１

100 100
30

止水栓30

G棟より






